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ふれあいバスでは、ＩＣカード乗車券「ラピカ」、「いわさきＩＣカード」がご利用いただけます。

霧
島
市
内
の
公
共
交
通
は
鉄
道

（
Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線
・
肥
薩
線
）
や
、

民
間
バ
ス
事
業
者
に
よ
る
路
線
バ

ス
が
、
各
地
区
を
結
ぶ
広
域
的
な

路
線
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

こ
の
路
線
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ

う
に
市
内
を
走
る
の
が
霧
島
市
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い

バ
ス
」
で
す
。
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、

公
共
交
通
（
鉄
道
、
民
間
バ
ス
事

業
者
の
路
線
バ
ス
な
ど
）
を
利
用

す
る
の
に
不
便
な
地
域
の
皆
さ
ん

の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
運
行

路
線
は
、各
地
区
の
拠
点
施
設（
公

共
施
設
な
ど
）
を
中
心
に
、
日
常

生
活
の
利
便
性
が
高
ま
る
よ
う
地

区
ご
と
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
路
線
の
設
定

や
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
各
地

区
の
代
表
や
学
識
経
験
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
検
討
委
員
会
」
な
ど
の
ご
意
見

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
交
通
事
業
者

や
警
察
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
「
地

域
公
共
交
通
会
議
」
で
決
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
20
年

度
か
ら
そ
れ
ま
で
運
行
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
溝
辺
、
福
山
地
区
で
の

運
行
を
開
始
し
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス

の
交
通
網
が
市
内
全
域
に
広
が
り

ま
し
た
。

た
だ
し
、
隼
人
地
区
は
合
併
前

か
ら
運
行
し
て
い
る
隼
人
巡
回
バ

ス
の
路
線
を
国
分
地
区
ま
で
延
長

し
、
市
街
地
循
環
バ
ス
と
し
て
運

行
し
て
い
ま
す
。

市
民
意
識
調
査
の
結
果

市
で
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
含

む
公
共
交
通
の
指
針
と
な
る
「
霧

島
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
、
昨
年
８
月
、

15
歳
以
上
の
市
民
５
０
０
０
人
を

抽
出
し
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
日
常
生
活
に
お
け
る
外
出
状

況
を
調
査
し
た
結
果
、「
ほ
ぼ
毎

日
外
出
す
る
」、「
週
に
４
～
５
日

外
出
す
る
」
人
が
約
70
㌫
を
占
め
、

移
動
手
段
と
し
て
自
家
用
車
を
使

う
人
が
約
75
㌫
、
そ
れ
に
対
し
て

路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
人
は
２
・

２
㌫
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
１・
２

㌫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

バ
ス
路
線
存
続
の
た
め
に

バ
ス
は
利
用
者
が
少
な
い
と
い

う
調
査
結
果
で
す
が
、
通
学
や
車

の
運
転
が
で
き
な
い
か
た
に
と
っ

て
は
必
要
不
可
欠
な
交
通
手
段
で

す
。
し
か
し
、
自
家
用
車
の
普
及

な
ど
に
よ
っ
て
利
用
者
が
減
り
、

市
内
の
路
線
バ
ス
、
ふ
れ
あ
い
バ

ス
の
多
く
が
赤
字
路
線
の
た
め
、

国
や
県
、
市
の
補
助
金
で
運
行
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
利
用
す
る
か

た
か
ら
こ
ん
な
声
を
聞
き
ま
し
た
。

「
私
た
ち
が
バ
ス
を
使
う
よ
う
に

し
な
い
と
路
線
が
な
く
な
る
か
ら
、

ご
近
所
同
士
で
『
使
わ
ん
と
い
か

ん
ね
』
と
話
し
て
い
る
の
よ
」。

ま
さ
に
私
た
ち
に
は
路
線
を
存

続
す
る
た
め
の
努
力
も
必
要
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
積
極
的
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
バ
ス
路
線
の
確

保
に
つ
な
が
り
ま
す
。
み
ん
な
で

ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
支
え
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
１
４
、
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

※�

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
路
線
や
運
行

時
刻
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
企

画
政
策
課
、
各
総
合
支
所
に
時

刻
表
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ふれあいバスは病院や買い
物などに利用しています。
夫との二人暮らしで、１年
前に夫が目の病気にかかる
までは自家用車で出かけて
いました。自家用車で出か
けられなくなった今は、ふ
れあいバスがあるからとて
も助かっています。夫も散
髪に行くときなどに利用し
ています。運転手さんが気
づかってくださるのもあり
がたい。路線が廃止になら
ないことを願うばかりです。

みんなで支える
ふれあいバス
市内を走るコミュニティバス「ふれあいバス」をご存知ですか。
市内に約50路線あり、どなたでも気軽に利用できます。
お出かけの際はぜひご利用ください。

ＩＣカード乗車券とは
・�乗車時・降車時にカードリーダーにＩＣカード乗
車券を軽く触れるだけで、運賃の支払いができる
便利なカードです。

・�1枚のカードで繰り返し利用でき、残額が少なく
なった時は積み増ししてご利用ください。積み増
しすると1割多く積み増しされます。
・�県内のすべてのバスで利用できます。

　�(いわさきバスネットワーク、南国交通バス、ＪＲ
バス、鹿児島市交通局バスおよび路面電車）
・�ＩＣカードは、バス車内で購入できます。
※次の場合、必ず乗務員に申し出てください。
�　�積み増しする場合、小学生・身体障がい者が運
賃精算する場合、1枚のカードで複数人分を精算
する場合

溝辺地区

宗像 キヌ子さん（74）

路
線
が
廃
止
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り

全区間

150円
小学生・身体障がい者＝80円、

未就学児＝無料

コミュニティバスは、単なる交通手段ではなく、
さまざまな交流の掛け橋となるものです。

INTERVIEW

私が住む地域にあった商店
なども今はなくなり、買い
物が簡単にできません。週
２回運行されているふれ
あいバスを、買い物のほか
病院や温泉センターに行く
ために毎回利用しています。
料金も安くて助かっていま
す。同じ方面の人たちとバ
スの中や温泉センターで話
すのがとても楽しみ。運転
手さんも気づかってくれる
し、私の生活になくてはな
らないものです。

横川地区

渡邊 千
ち

鶴
づ

さん（86）

ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
私
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2009.5, Japan



夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
多
く

の
観
光
客
が
霧
島
連
山
を
訪
れ
て

い
ま
す
。
今
の
時
期
の
魅
力
は
色

と
り
ど
り
の
花
で
す
。
国
の
天
然

記
念
物
で
あ
る
ノ
カ
イ
ド
ウ
や

県
・
市
の
花
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
、
鮮
や
か
な
黄

色
い
花
の
キ
リ
シ
マ
ミ
ズ
キ
、
き

れ
い
な
瑠る

璃り

色
の
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ

な
ど
、
多
く
の
花
が
鮮
や
か
に
霧

島
連
山
を
彩
り
ま
す
。

植
物
分
類
学
の
父

牧
野
富
太
郎
博
士

た
く
さ
ん
の
花
の
中
で
も
今
年

は
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
と
ノ
カ
イ

ド
ウ
に
注
目
で
す
。
こ
の
霧
島
を

代
表
す
る
二
つ
の
花
の
名
前
を
付

け
た
の
が
植
物
学
者
の
牧
野
富

太
郎
博
士
。
生
前
は
全
国
を
回

り
、
約
１
５
０
０
種
以
上
に
も
の

ぼ
る
日
本
の
植
物
を
命
名
す
る
な

ど
「
日
本
の
植
物
分
類
学
の
父
」

と
い
わ
れ
、
日
本
の
植
物
を
最
も

よ
く
知
る
植
物
学
者
で
す
。
そ
の

牧
野
博
士
が「
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
」

と
命
名
し
て
か
ら
今
年
が
ち
ょ
う

ど
１
０
０
周
年
。
ノ
カ
イ
ド
ウ
は

来
年
、
学
名
が
発
表
さ
れ
て
か
ら

１
０
０
周
年
で
す
。

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
「
深
い
山

（
深み

山や
ま

）
に
咲
く
ツ
ツ
ジ
」、
ノ
カ

イ
ド
ウ
は「
野
に
咲
く
カ
イ
ド
ウ
」

か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
で

は
霧
島
を
代
表
す
る
花
と
な
り
、

訪
れ
た
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

二
人
の
土
佐
人
が
魅
せ
ら
れ
た

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

赤
や
ピ
ン
ク
、
白
な
ど
、
ま
る

で
霧
島
山
に
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
い

た
よ
う
に
咲
き
誇
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ
。
そ
の
光
景
に
魅
了
さ
れ
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
今
も
昔
も
同
じ
で
、
あ
の
坂
本

龍り
ょ
う
ま馬
も
そ
の
一
人
で
す
。
妻
の
お

「日本の植物分類学の父」といわ
れ、新種や新品種など1500種類
以上の日本の植物を命名した近
代植物分類学の権威である。そ
の研究成果は40万枚もの標本や
観察記録、そして『牧野日本植物
図鑑』に代表される多数の著作
としてのこっている。小学校中
退でありながら理学博士の学位
も取得。

日
本
の
植
物
学
者
。

高
知
県
高
岡
郡
佐
川
町
出
身

牧
野 

富
太
郎 

博
士

ま
き
の 

と
み
た
ろ
う

龍り
ょ
うと

日
本
で
最
初
の
新
婚
旅
行
に

霧
島
を
訪
れ
た
際
、
姉
の
乙お

と
め女

へ

書
い
た
手
紙
に
「
お
び
た
だ
し
い

数
の
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
に
感
動
し

た
」
と
い
う
文
が
あ
り
ま
す
。
今

か
ら
約
１
４
０
年
前
、
坂
本
龍
馬

は
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
に
感
動
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
約
40
年
後
に
、
龍
馬
が
絶

賛
し
た
と
思
わ
れ
る
キ
リ
シ
マ
ツ

ツ
ジ
を
牧
野
博
士
が
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ
と
名
付
け
ま
し
た
。
坂
本
龍

馬
と
牧
野
博
士
、
実
は
こ
の
二
人

に
は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
二
人
と
も
土
佐
人
（
高
知
県
出

身
）
と
い
う
こ
と
で
す
。
幕
末
の

志
士
「
坂
本
龍
馬
」、
日
本
の
植

物
分
類
学
の
父
「
牧
野
富
太
郎
」、

日
本
を
代
表
す
る
歴
史
上
の
二
人

の
土
佐
人
が
魅
せ
ら
れ
た
ミ
ヤ
マ

キ
リ
シ
マ
は
、
二
人
が
霧
島
を
訪

れ
た
こ
と
を
伝
え
る
生
き
た
証
人

で
す
。

長
年
、
私
た
ち
を
魅
了
し
て
い

る
花
々
は
、
霧
島
の
魅
力
で
あ
り
、

歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と

の
花
を
知
り
、
守
っ
て
い
く
こ
と

は
、
霧
島
に
暮
ら
す
私
た
ち
の
使

命
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
霧

島
の
魅
力
を
さ
ら
に
感
じ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

❶ノカイドウ ❷オオヤマレンゲ ❸
ハルリンドウ ❹ナツツバキ ❺キリ
シマミツバツツジ ❻霧島連山に咲
き誇るミヤマキリシマ ❼ヤマジノ
ホトトギス❽ベニドウダン ❾ミヤ
マキリシマ

❶

ミヤマキリシマ
命名100周年

霧
島
は
花
の
宝
庫
、
い
く
つ
の
花
を
知
っ
て
い
ま
す
か

❷❸

❹

❺

❻

❼❽

❾

日時：５月30日（土）午後１時30分から
場所：霧島小学校（霧島田口）
内容：記念講演会
　　　�テーマ／�「牧野富太郎博士の功績と霧島の自然」
　　　講　師／�高知県立牧野植物園　稲垣��典年先生
申込：�本庁または各総合支所などにある参加申込書を記

入し、担当課までＦＡＸまたはメールで申し込ん
でください。申請書は市のホームページからダウ
ンロードできます。

◎�申込・問い合わせ先＝生活環境政策課☎（64）0961、
ＦＡＸ（47）1930　E-mail��info@city-kirishima.jp

牧野富太郎博士は、１００年前に霧島を訪れた際、
霧島小学校を訪問されています。
そのとき牧野博士は霧島で何を感じ、何を思ったのか。
そして何を伝えたかったのか。
そのときの記憶が１００年の歳月を経て、
また霧島小学校に甦（よみがえ）ります。

ノカイドウ、ミヤマキリシマ
命名100周年記念講演会

高
知
県
立
牧
野
植
物
園
所
蔵

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2009.5, Japan 広報きりしま  �



子
ど
も
会
は
、
身
近
な
地
域
の

中
で
異
年
齢
の
子
ど
も
同
士
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

年
上
の
子
が
年
下
の
子
の
面
倒
を

見
る
こ
と
で
思
い
や
り
の
心
が
生

ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
年
上
の
子
は

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
年

下
の
子
に
と
っ
て
は
、
具
体
的
成

長
の
目
安
を
知
る
機
会
に
な
り
ま

す
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
将
来
た

く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、

必
要
な
心
と
体
の
能
力
を
身
に
つ

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

霧
島
市
の
子
ど
も
会

鹿
児
島
県
は
全
国
的
に
も
子
ど

も
会
の
加
入
率
が
高
く
、
平
成
20

年
度
は
小
学
生
が
95
・
３
㌫
、
中

学
生
が
62
・
６
㌫
で
い
ず
れ
も
全

国
１
位
で
し
た
。
全
国
平
均
は
小

学
生
が
43
㌫
、
中
学
生
が
11
・
２

㌫
で
す
。

霧
島
市
は
小
学
生
が
90
・
７
㌫
、

中
学
生
が
29
・
９
㌫
で
鹿
児
島
県

の
平
均
よ
り
も
下
回
っ
て
い
ま
す
。

特
に
中
学
生
の
加
入
率
が
極
端
に

少
な
い
よ
う
で
す
。

子
ど
も
会
の
一
番
小
さ
な
組
織

を「
単
位
子
ど
も
会
」と
言
い
ま
す
。

単
位
子
ど
も
会
は
、
自
治
会
単
位

や
、
子
ど
も
の
少
な
い
と
こ
ろ
で

は
自
治
会
を
超
え
て
幾
つ
か
の
子

ど
も
会
が
集
ま
り
、
一
つ
の
単
位

子
ど
も
会
を
つ
く
る
な
ど
、
各
地

区
の
実
情
に
よ
っ
て
組
織
体
制
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
会
は
自
治
会
を

中
心
と
し
た
組
織
で
あ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
自
治
会
に
加
入
し
て

い
な
い
世
帯
の
子
ど
も
が
、
子
ど

も
会
に
加
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
住
ん
で
い
る
自
治
会
に
よ
っ

て
加
入
を
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
と

認
め
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ

う
で
す
。

霧
島
市
の
小
学
生
は
90
㌫
が
子

ど
も
会
に
加
入
し
、
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
課
題
も
あ
り
ま

子ども会活動を考える

野口地区のまちづくりには子ど
も会は欠かすことのできない存
在で、地区の運動会、ロードミ
ラー磨きや環境美化活動、六月
灯などの文化活動に参加してく
れます。高齢者も子どもたちと
触れ合うと元気をもらうようで
す。ぜひ子ども会で自主的な行
動ができるように、また感動体
験ができるようにがんばってほ
しいです。これからも自治会と
して子ども会活動に関心を持ち、
支えていきたいと思います。

地域も一緒になって
立候補して会長になりました。
野口は 4 つの子ども会が一緒
になって活動しています。一番
楽しいのはおじいさんたちとの
グラウンドゴルフ。年末には消
防団の人と一緒に夜警で火の用
心を呼び掛けています。苦労す
るのは 1年生が言うことを聞い
てくれないので、注意すること。
学校ではほかの学年の子と遊ぶ
ことはないけど、子ども会では
１年生から中学生までの人と遊
べるのでとても楽しいです。

野口地区自治公民館

館長  有村雅重さん
野口地区子ども会

会長  梅北風
ふ

海
う

君

子ども会は楽しい

す
。
毎
年
同
じ
行
事
内
容
の
マ
ン

ネ
リ
化
、
学
校
や
地
域
と
の
連
携

に
子
ど
も
会
に
よ
っ
て
温
度
差
が

あ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動

が
盛
ん
で
行
事
の
参
加
が
少
な
い

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
で

す
。

自
立
の
芽
を
伸
ば
そ
う

子
ど
も
会
育
成
会
は
子
ど
も
会

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
人
の
組
織
で

す
。
４
月
に
育
成
会
の
役
員
も
変

わ
り
、
子
ど
も
会
に
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

霧
島
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
会
長
の
加
治
木
正
明
さ
ん
は
、

自
分
の
子
ど
も
が
小
学
校
１
年
生

の
と
き
に
国
分
野
口
地
区
の
育
成

会
長
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

27
年
間
、
子
ど
も
会
の
指
導
者
と

し
て
子
ど
も
た
ち
を
見
つ
め
て
い

ま
す
。

加
治
木
さ
ん
か
ら
い
く
つ
か
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

活
動
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
役

員
を
重
荷
に
感
じ
る
の
で
は
な
く
、

楽
し
い
思
い
出
に
な
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
大
人

の
決
め
つ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
物
作

り
で
も
体
を
動
か
す
こ
と
で
も
一

緒
に
な
っ
て
や
れ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
会
の
進
行
に
つ
い
て
も

大
人
が
思
っ
て
い
る
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

司
会
進
行
も
子
ど
も
た
ち
に
任
せ

て
、
ぜ
ひ
年
上
の
子
に
は
先
輩
風

を
吹
か
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

役
割
を
与
え
て
自
立
の
芽
を
伸
ば

し
て
く
だ
さ
い
」

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
を

子
ど
も
会
の
活
動
に
参
加
さ
せ
、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
学
校
や
家
庭
で
は
学
べ
な

い
こ
と
が
子
ど
も
会
に
は
あ
り
ま

す
。

霧島市子ども会
育成連絡協議会会長

加治木正明さん（61）

子どもの声が地域を照らす

INTERVIEW

年末には消防団員と一緒に火
の用心を呼びかけます

地域の高齢者と一緒に正月用
のしめ縄を作製

十五夜は今でも多くの子ども
会で行われています

Kirishima 

Child society

◎子ども会で利用してみませんか（霧島市の主な施設）
施　設　名 住　　所 電話番号

いきいき国分交流センター 国分重久 19 ４８－５５２２
国分キャンプ海水浴場 国分下井 ４５－１５５０
黒石岳森林公園 国分川内 4227-48 ４９－３６８８
バンガロー「こもれびの里」 横川町上ノ 3590-3 ６４－６０５６
霧島高原国民休養地 牧園町高千穂 3311 ７８－２００４
霧島緑の村 霧島田口 2608 ５７－０３６４
福山パークゴルフ場 福山町福山 6268-52 ５６－３７８６
県立霧島自然ふれあいセンター 牧園町高千穂 3617-1 ７８－２８１５

◎霧島市子ども会加入状況

野
口
地
区
子
ど
も
会
は

「
平
成
20
年
度
全
国
善
行
青
少
年
表
彰
」
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

単位子ども会数 会員数
小学生の加入率
中学生の加入率

18年度 309 9,126人
90.9%
33.5%

19年度 304 8,866人
88.0%
29.9%

20年度 305 8,837人
90.7%
29.7%

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2009.5, Japan



市
の
行
政
改
革
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
、
住
民
の
代
表
な
ど
で

組
織
す
る
霧
島
市
行
政
改
革
推
進

委
員
会
か
ら
４
月
８
日
、
市
の
組

織
の
あ
り
方
に
対
す
る
意
見
書
が

市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

CIVIC NEWS

上海市嘉
か

定
てい

区
人民政府団が訪問

登山シーズンに向け
安全を祈願

霧島市の肥育牛
発展を目指して
霧島市肥育牛振興会設立総会が
４月３日、国分シビックセンター
で開かれました。市内には15の肥
育牛農家があります。今回の設立
は、すべての肥育牛農家の連携を

深め、肥育技術を相互に学び、霧島市の肉用牛のレベルアップを目的とし
ています。会長には隼人町の岩元秋弘さんが選ばれました。設立にあたっ
て岩元さんは「肥育牛を取り巻く環境はとても厳しい状況ですが、みんな
で協力してレベルアップを図り、霧島牛を広くＰＲしていきたい」と抱負
を述べられました。

霧島連山の夏山開きが４月12日、
高千穂河原の霧島神宮古宮址で開
催されました。毎年行われている
この夏山開きは、本格的な登山
シーズンを前に、登山客の安全を

祈願して行われています。当日は、山岳関係者や一般登山客など約60人
が安全を祈願しました。その後、参加者らはごみ袋を手に山の清掃に回り
ました。霧島警察署によると、昨年は霧島警察所管内で５件の遭難事故が
発生しています。安全に気をつけて登山を楽しんでください。山岳遭難・
事故発生状況／平成19年10件、平成20年５件（霧島警察署分）

中国上海市嘉定区の人民政府団
が４月８日、市長を表敬訪問しまし
た。藤の花が取り持つ縁で、旧牧園
町時代から交流を続けている嘉定
区は、国際的な自動車レースが行わ

れるサーキット場があることが有名で、市街地に近いことからトヨタなど
の日本企業の進出も盛んな人口53万人の発展都市です。団長の李

り

震
しん

嘉定区
監察局副主任は、「熱烈歓迎、温かいもてなしに深く感謝します。海を越
えて友好な交流を続けたい」とあいさつ。この日は市国際交流協会主催の
歓迎会があり、日本の伝統文化として詩吟と日本舞踊が披露されました。

と
し
て
の
重
要
な
役
割
も
担
っ
て

お
り
、各
地
域
に
は
、長
い
間
培
っ

て
き
た
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

貴
重
な
文
化
の
灯
を
絶
や
さ
な
い

よ
う
に
、
ま
た
、
霧
島
市
が
一
体

と
な
る
発
展
性
を
臨
ん
だ
環
境
整

備
が
必
要
で
す
。
更
に
、
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
地
域
内
の
交
通
の

足
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
地
域
間

交
流
を
観
点
に
入
れ
た
循
環
バ
ス

な
ど
の
施
策
・
整
備
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
住
民
自
治
意
識
の
向
上
の

た
め
、
自
治
公
民
館
活
動
の
活
性

化
策
に
つ
い
て
も
探
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
総

合
支
所
は
地
域
住
民
が
憩
え
る
場
、

文
化
交
流
の
場
、
あ
る
い
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
え
る
場
な
ど
、

多
様
な
活
用
を
な
し
得
る
建
物
と

委
員
会
は
「
霧
島
市
合
併
10
年

後
の
組
織
の
あ
り
方
（
総
合
支
所

の
あ
り
方
）
に
つ
い
て
」
を
協
議

議
題
と
し
て
、
平
成
20
年
10
月
か

ら
４
回
の
協
議
を
重
ね
、
市
の
組

織
の
現
状
分
析
を
は
じ
め
、
総
合

支
所
の
実
態
把
握
、
市
民
対
応
現

況
調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
住

民
の
代
表
と
し
て
の
観
点
か
ら
協

議
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
意
見
書

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

提
出
に
あ
た
っ
て
原
口
委
員
長

は
、「
委
員
会
で
は
効
率
的
な
本

庁
方
式
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
時

期
を
的
確
に
判
断
し
な
が
ら
進
め

る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
に
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
地
域
の

文
化
の
灯
を
絶
や
さ
ず
、
各
庁
舎

を
生
か
し
た
施
策
、
地
域
間
交
流

を
観
点
に
入
れ
た
バ
ス
の
運
行
、

職
員
の
人
材
育
成
な
ど
に
配
慮
す

べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

住
民
代
表
の
意
見
と
し
て
十
分
尊

重
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
委

員
の
声
と
今
後
へ
の
要
望
を
伝
え

ま
し
た
。

市
で
は
、
行
財
政
の
効
率
化
、

職
員
定
数
の
適
正
化
（
平
成
18
年

度
１
４
０
８
人
、
平
成
23
年
度
目

標
１
２
６
８
人
以
下
）
に
向
け
て
、

今
後
、
よ
り
具
体
的
な
協
議
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
視
点
か
ら
の
現
状
分
析
と
、
霧

島
市
の
方
向
性
・
未
来
像
を
見
定

め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
厳

し
い
現
実
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、

住
民
利
益
を
最
大
限
考
慮
し
、
結

果
と
し
て
霧
島
市
全
体
の
浮
揚
に

繋つ
な

が
る
よ
う
な
政
策
が
取
ら
れ
る

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

大茶樹
市の文化財に指定
牧園町持松地区で「霧島の大茶
樹」が市の文化財に指定された記
念式典と、併せてお茶の豊作と茶
生産農家の安全を祈願して安全祈
願祭が4月8日にありました。大茶

樹は、江戸時代初期（約380年前）に植えられた茶樹（昭和15年国の天然
記念物として指定）を明治終わりごろに挿し木したもので、県内で最古・
最大のものといわれています。霧島茶業振興会牧園支部長の西芳夫さんは
式典で「今年が豊作であることを祈念し、平成23年の全国お茶まつりに
向けていいお茶づくりをしていきたい」とあいさつされました。

行政改革推進委員会が
意見書を提出
総合支所のあり方を市民とともに考える

効果的・効率的な行政スタイルを求めて

議
を
進
め
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
を
い
か
す
た
め
の

支
援
・
体
制
整
備
を
検
討
し
、
本

庁
へ
の
機
能
集
約
に
向
け
て
は
、

適
切
な
時
期
を
逸
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
可
能
な
部
分
か
ら
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
配
慮
す
べ
き
事
項

総
合
支
所
は
地
域
の
振
興
拠
点

し
て
整
備
・
活
用
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
建
物
整
備

は
必
要
最
小
限
の
も
の
と
し
、
過

大
な
財
政
負
担
を
招
か
な
い
よ
う

十
分
な
検
討
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

改
革
・
改
善
の
実
効
性
を
更
に
高

め
て
い
く
た
め
に
は
、
職
員
の
人

材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
健
康
管
理
な
ど
に
も
十
分

配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

霧 島 か わ ら 版
意
見
書
を
手
渡
す

原
口
泉
行
政
改
革
推
進
委
員
長

態
、
今
後
求
め
ら
れ
る
各
地
域
の

組
織
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

◎
将
来
像
と
取
り
組
み
内
容

本
庁
と
総
合
支
所
を
一
本
化
す

る
こ
と
で
、
よ
り
迅
速
か
つ
適
切

な
対
応
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、

業
務
を
集
約
し
、
総
合
的
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
た
だ
し
、
こ
れ

ま
で
総
合
支
所
は
、
地
域
住
民
の

身
近
な
行
政
窓
口
と
し
て
そ
の
機

能
を
果
た
し
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
生
活
に
直
結
し
た
申
請
な
ど

の
最
小
限
の
受
付
窓
口
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
保
持
し
て
い
く
べ
き

で
す
。
ま
た
、
現
在
の
分
庁
体
制

に
よ
り
生
じ
て
い
る
連
携
体
制
、

事
務
の
効
率
性
な
ど
の
問
題
解
決

に
も
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、

そ
の
具
体
的
な
体
制
に
つ
い
て
協

隼
人
総
合
支
所
の
分
庁
舎
化
、
課

の
統
廃
合
、
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入

な
ど
、
効
果
的
で
効
率
的
な
組
織

機
構
の
再
編
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
更
な
る
改
革
の
た

め
に
、
庁
内
で
組
織
す
る
事
務
所

機
構
検
討
委
員
会
で
具
体
的
な
検

討
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
今

回
の
意
見
書
を
十
分
尊
重
し
、
住

民
の
利
益
を
最
大
限
考
慮
し
た
、

よ
り
機
能
的
な
行
政
ス
タ
イ
ル
を

目
指
し
ま
す
。

【
意
見
書
の
概
要（
抜
粋
）】

◎
協
議
内
容

合
併
協
定
書
に
お
け
る
「
事
務

所
の
設
置
方
式
は
、
お
お
む
ね
10

年
は
総
合
支
所
方
式
」
と
い
う

決
定
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り

尊
重
す
べ
き
で
あ
る
が
、
早
急
に
、

効
果
的
・
効
率
的
な
「
霧
島
市
の

あ
る
べ
き
組
織
形
態
」
に
つ
い
て

検
討
を
要
す
る
状
況
で
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
解
決
の
た
め
に
は
行
政
側

の
独
断
的
な
判
断
で
は
な
く
、
住

民
の
視
点
に
立
ち
な
が
ら
、
一
方

的
か
つ
極
端
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
か
な
い
よ
う
な
組
織
形

はらぐち いずみ氏
１９４７年生まれ、鹿児島大学法文
学部教授。霧島市行政改革推進
委員長として、９人の市民代表委員
のまとめ役を務める。
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牧
園
町
宿
窪
田
に
あ
る
県
立
牧

園
高
等
学
校
。
昭
和
20
年
の
開
校

以
来
、
牧
園
町
の
顔
と
し
て
歴
史

を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

過
去
に
は
、
馬
術
部
が
平
成
元

年
と
６
年
に
全
国
高
等
学
校
馬
術

大
会
で
優
勝
、
卒
業
生
が
馬
術
世

界
大
会
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
校
の
生
徒

が
多
く
入
部
し
て
い
る
霧
島
九
面

太
鼓
女
子
部
「
郷は

る
か花
」
が
、
全
日

本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
全

国
大
会
で
特
別
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
数
々
の
功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

最
後
の
１
年

歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
牧
園

高
校
。
し
か
し
、
大
き
な
転
機
を

迎
え
ま
す
。
そ
れ
が
高
校
再
編
で

す
。
栗
野
工
業
高
校
と
再
編
し
、

霧
島
高
校
が
新
設
。
そ
の
た
め
牧

園
高
校
の
歴
史
は
来
年
の
３
月
ま

で
。
今
年
度
が
最
後
の
１
年
で
す
。

今
は
最
後
の
卒
業
生
と
な
る
57

人
の
３
年
生
が
通
っ
て
い
ま
す
。

寂
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
は

牧
園
高
校
の
伝
統
を
守
り
、
毎
日

明
る
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。特

に
今
、
一
番
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
が
地
域
貢
献
。
こ
れ
ま
で

支
え
て
く
れ
た
地
域
に
恩
返
し
を

し
た
い
と
、
３
月
に
は
み
ん
な
で

霧
島
温
泉
駅
に
花
を
植
え
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
行
わ
れ
る
最
後
の
体

育
祭
と
文
化
祭
で
は
、
地
域
の
か

た
や
卒
業
生
と
一
緒
に
何
か
で
き

な
い
か
と
検
討
中
で
す
。

最
後
の
１
年
を
地
域
と
一
緒
に

な
っ
て
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
牧

園
高
校
。
65
年
の
歴
史
は
閉
じ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
思
い
出
は
、

地
域
と
と
も
に
い
つ
ま
で
も
残
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

65年の歴史は地域とともに
最後の1年をみんなで盛り上げたい

牧園高校3年生

牧園高校最後の年を自分にも何かできないかと思
い、生徒会長に立候補しました。全校生徒は３年生
が57人と少し寂しいですが、その分、助け合って楽し
く学生生活を送っています。最後の生徒会長というこ
とでプレッシャーもありますが、みんなで協力して学校
行事を盛り上げていくので、多くのかたに見に来てほし
いです。できれば、何か記念に残るようなものをみん
なで作って、「牧園」の名を多くの人の記憶に残したい
です。最後の１年、ぜひ牧園高校を注目してください。

◎
牧
園
高
校
生
徒
会
長

西
原 

剛つ
よ
しさ

ん

牧園高校
最後の１年

【
再
生
】
石
田
衣
良
、【
続　

大
き

な
約
束
】
椎
名　

誠
、【
ム
サ
シ
】

井
上
ひ
さ
し
、【
煉れ

ん

獄ご
く

の
使
徒
上
・

下
】馳　

星
周
、【
運
命
の
人
１・２
】

山
崎
豊
子
、【
最
初
の
オ
ト
コ
は
た

た
き
台
】
林
真
理
子
、【
鷲わ

し

と
雪
】

北
村　

薫
、【
サ
プ
ラ
イ
ズ
】
夏

樹
静
子
、【
闇
の
華
た
ち
】
乙
川

優
三
郎
、【
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
リ
タ

イ
ヤ
】
藤
堂
志
津
子
、【
極
北
ク

レ
イ
マ
ー
】
海
堂　

尊
、【
れ
ん
げ

荘
】
群
よ
う
こ
、【
公
事
宿
事
件

書
留
帳　

遠
い
椿
】
澤
田
ふ
じ
子
、

【
た
ま
ゆ
ら
り
】
高
橋
克
彦
、【
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
13
】
東
野
圭
吾
、【
マ

リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
】
藤
本
ひ
と
み
、

【
毎
日
使
え
る
お
む
す
び
便
利
帖
】

荻
野
恭
子
、【
う
れ
し
い
楽
し
い
簡

単
し
み
抜
き
】
福
永
真
一
、【
中
村

成
子
の
梅
し
ご
と
】
中
村
成
子
、

【
み
そ
の
本
み
そ
の
料
理
】
辰
巳

浜
子
、【
ポ
ロ
ポ
ロ
ゆ
う
び
ん
】
竹

下
文
子
、【
テ
レ
ビ
の
む
こ
う
の
謎

の
国
】
エ
ミ
リ
ー･

ロ
ッ
ダ
、【
あ

の
庭
の
扉
を
あ
け
た
と
き
】
佐
野

洋
子
、【
お
と
う
じ
ゃ
、
な
い
っ
て
】

村
上
康
成
、【
う
わ
さ
の
が
っ
こ
う

へ
ん
な
え
ん
そ
く
の
う
わ
さ
】
き

た
や
ま
よ
う
こ
、【
お
父
さ
ん
】
シ

ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ゾ
ロ
ト
ウ
、【
前
奏

曲
は
、
あ
れ
も
よ
う
】
今
井
恭
子
、

【
ほ
し
に
む
す
ば
れ
て
】
谷
川
俊

太
郎
、【
ピ
ピ
ン
と
ト
ム
ト
ム
】
さ

と
う
あ
や
、【
外
郎
売
】
長
野
ヒ
デ

子
、【
ど
う
し
て
ぼ
く
を
い
じ
め
る

の
】
ル
イ
ス
・
サ
ッ
カ
ー
、【
走
れ

メ
ロ
ス
】
竹
内
通
雅
、【
ハ
ル
の
ふ

え
】
や
な
せ
た
か
し
、【
タ
イ
ム
チ

ケ
ッ
ト
】
藤
江
じ
ゅ
ん

（
霧
島
市
立
図
書
館
）

砂冥宮
内田康夫 著
泉鏡花「草迷宮」のモデルに
なった三浦半島の旧家で、浅
見光彦が取材をした老人は「金
沢へ行く」と言い残して数日後、
死体となって発見された。浅見
光彦シリーズ書き下ろし。

富子すきすき
宇江佐真理 著
世間は吉良上野介をますます
悪者にしていく。「富子すきす
き」と言ってくれる優しい夫だっ
たのに…。一途におもう江戸の
女たちを描いた短編集。

おばけのジョージー
てじなをする
ロバート・ブライト 著
ジョージーは、ホイッティカーさん
の家に住む、はずかしがりやの
小さなおばけ。ある日、ホイッティ
カーさんが手品を披露すること
になりました。ホイッティカーさん
を助けようと、ジョージーたちは
…？

すやすやタヌキが
ねていたら
渡辺有一 絵
タヌキが春のキャベツ畑ですや
すや寝ていたら、となりでブタ
が寝てしまいました。子どももト
リもネコもみんな寝てしまい…。
ほっこり、やさしい気持ちになれ
る絵本。

そ
よ
風
が
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
。

今
月
の
新
刊
。

国分図書館／☎64-0918
①	９:30〜21:00
②	12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／６月中の10日間

隼人図書館／☎43-7574
①	平日／10:00〜19:00
	 土・日・祝日／９：00〜17：00
②	月曜日
	 12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／12月中10日以内

溝辺図書室／☎58-3191
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

横川図書室／☎72-1596
①	９:00〜17:00
②	火曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

牧園図書室／☎78-3349
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

霧島図書室／☎57-0316
①	月・水・金／８:30〜17:00
	 火・木・土／８:30〜20:00
②	日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

福山図書室／☎56-2026
①	８:30〜17:00
②	土・日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

【① 開館時間　② 休館日】

霧島市立図書館に
おいでください。
霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。
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暖
か
い
季
節
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
か
の

よ
う
に
花
々
が
咲
き
始
め
る
春
。
そ
の
甘
い

み
つ
を
採
る
た
め
や
、
農
作
物
な
ど
の
受
粉

に
欠
か
せ
な
い
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る

隼
人
町
東
郷
の
米
德
照
雄
さ
ん
。

米
德
さ
ん
は
２
０
０
箱
の
巣
箱
を
隼
人
地

区
内
の
７
か
所
に
置
き
、
毎
年
４
月
か
ら
５

月
上
旬
に
は
ち
み
つ
を
収
穫
し
て
い
ま
す
。

一
つ
の
巣
箱
に
は
ミ
ツ
バ
チ
が
３
万
匹
。
巣

か
ら
約
３
㌔
離
れ
た
と
こ
ろ
に
も
み
つ
を
集

め
に
行
き
ま
す
。
養
蜂
を
約
50
年
続
け
て
き

た
米
德
さ
ん
。
収
穫
が
終
わ
る
と
、
ナ
シ
や

イ
チ
ゴ
の
受
粉
の
た
め
に
農
家
へ
貸
し
出
す

巣
箱
づ
く
り
に
入
り
ま
す
が
、
以
前
は
妻
の

タ
マ
キ
さ
ん
と
花
を
求
め
て
北
海
道
ま
で
ミ

ツ
バ
チ
を
運
ん
で
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

全
国
的
に
ミ
ツ
バ
チ
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
、
霧
島
市
で
は
目
立
っ
た
影
響
は
見
ら
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
米
德
さ
ん
に
よ
る
と
、

み
つ
の
供
給
源
と
な
る
レ
ン
ゲ
草
を
食
べ
て

し
ま
う
害
虫
や
、
田
ん
ぼ
が
早
い
時
期
に
耕

さ
れ
る
な
ど
の
影
響
で
、
供
給
源
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
米
德
さ
ん
は
「
ミ
ツ
バ
チ
が
好
き
。

だ
か
ら
元
気
な
う
ち
は
続
け
て
い
き
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

レ シ ピ

〈作り方〉
①�カマンベールチーズのふちから約５㍉内側に切れ目を入れる。
上の面（白い部分）をはがす。（チーズ自体が器になる）
②�レンジで約30秒加熱して、やわらかくなったところに、はちみ
つ少々を混ぜ、さらにとろりとなるまで（約30秒）加熱する。
※�フランスパンや季節のゆで野菜などにつけて召し上がってくだ
さい。

〈材料〉
カマンベールチーズ（市販のもの）１個、はちみつ少々、（フラン
スパン、ミニトマト、ブロッコリー、サトイモなど）

霧島産はちみつと
野菜を使った
簡単チーズフォンデュ

ビタミンやミネラルがバランスよく豊富に
含まれる。取りすぎには注意だが砂糖
よりカロリーが低く、人体へ早く吸収さ
れエネルギーになりやすいため、体内
に蓄積されにくい。強い抗菌力があり
純粋なはちみつは腐らないという。

はちみつ◎
隼
人
町
東
郷
在
住

米
德
照
雄
さ
ん
（
72
）

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

に
幅
広
く
使
う
た
め
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●�

募
集
期
間
＝
平
成
21
年
４
月
20

日（
月
）
～
５
月
29
日（
金
）

●
賞
金

・�

最
優
秀
賞
１
点　

５
万
円

・�

優
秀
賞　

２
点　

２
万
円

●
募
集
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
条
件

・�

霧
島
山
お
よ
び
環
霧
島
地
域
の

イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ

イ
ン

・�

「
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
文
字

を
記
載
す
る
こ
と
。
文
字
は
漢

字
、
平
仮
名
、
片
仮
名
、
ロ
ー

マ
字
、英
語
な
ど
自
由
と
す
る
。

・�

各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、案
内
板
、

啓
発
グ
ッ
ズ
、
名
刺
、
封
筒
な

ど
に
も
使
用
で
き
る
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
。

・�

用
紙
の
地
色
は
白
色
と
し
、
ぼ

か
し
は
不
可
。

・�

色
数
は
自
由
。
拡
大
・
縮
小
、

単
色
で
使
用
す
る
こ
と
を
考
慮

す
る
こ
と
。

・�

応
募
作
品
は
、
自
作
の
未
発
表

作
品
で
、
ほ
か
に
類
似
す
る
も

の
が
な
い
も
の
に
限
る
。

●�

応
募
方
法
＝
持
参
、
封
書
に
よ

る
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
と

す
る
。

●�

作
品
の
サ
イ
ズ
は
縦
横
15
㌢

〈
紙
の
場
合
〉

・�

応
募
用
紙
ま
た
は
縦
横
15
㌢
の

枠
を
書
い
た
Ａ
４
版
白
色
用
紙

（
枠
外
に
天
地
を
明
示
）
を
縦

長
で
使
用
し
、
用
紙
１
枚
に
つ

き
１
作
品
と
す
る
。

・�

応
募
用
紙
は
、
市
役
所
の
企
画

政
策
課
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

室
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
ま
す
。

・�

Ａ
４
版
白
色
用
紙
の
下
段
に

は
、
用
紙
に
①
デ
ザ
イ
ン
の
趣

旨
、
②
住
所
、
③
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
④
年
齢
、
⑤
性
別
、

⑥
電
話
番
号
を
記
載

〈
電
子
デ
ー
タ
の
場
合
〉

・�

縦
横
15
㌢
に
納
ま
る
よ
う
に
描

く
こ
と

・�

フ
ァ
イ
ル
形
式
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

形
式
ま
た
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式
。

・�

応
募
用
紙
と
合
わ
せ
て
１
Ｍ
Ｂ

以
内

◎�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
「
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
連
絡
協
議
会
事
務
局
ロ
ゴ

マ
ー
ク
係
」
☎（
64
）０
９
３
６
、

Ｅ
メ
ー
ルkiri-geopark@

po.�
m
ct.ne.jp

昨年10月に設立された霧島ジオパーク推進連絡協
議会の定例総会が、4月3日に国分シビックセンター多
目的ホールで開催されました。出席者は環霧島地域の
各市町長・議会議長と環霧島青年会議代表や市観光協
会長など民間の会員を含めた27人。
総会では鹿児島大学岩松暉

あきら

名誉教授から「ジオパー
クによる地域活性化」と題して講話があり、その後、事

業計画や予算について協議されました。現在協議会では、日本ジオパーク認定に向けて作
業を進めています。

市民が誇りの持てるジオパークをつくろう

ジオパークとは…
科学的に見て特別に重要で貴重な、ある
いは美しい地質遺産を複数含む一種の自
然公園です。火山や活断層でできた特色
ある地形などを「地質遺産」として保護
し、地学教育や観光などに生かす仕組み
が整った地域を指します。

霧島連山を囲む７市町で構成する「環霧島会議」
の第４回目の会合を開催。今回は広域連携をテー
マに、総務省の椎川地域力創造審議官の基調講演
やパネルディスカッションもあわせて開催されます。
・日時＝５月19日（火）午後０時40分から
・�場所＝宮崎県高原町総合保健福祉センター
ほほえみ館

◎�問い合わせ先＝企画政策課企画政策グルー
プ☎（64）０９１４

環霧島シンポジウム

霧島ジオパーク
ロゴマーク募集

めざせ ジオパーク　世界ジオパークネットワーク入りを目指して
霧島ジオパーク推進連絡協議会

巣
の
枠
を
遠
心
分
離
器
で
回
転

さ
せ
、
は
ち
み
つ
を
取
り
出
す
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安木高

たか

治
はる

さん
（隼人町小浜出身）
昭和31年8月生まれ。大阪の紡績
工場で1年半働いた後、帰郷。昭
和54年京セラ㈱鹿児島国分工場
に入社。平成17年退社後、漁師に
なる。平成20年から錦江漁業青
壮年部長。現在、二人の兄と協力
しながら漁業を営んでいる。

Profile

マ
ダ
イ
に
ヒ
ラ
メ
に
タ
レ
ク
チ
イ
ワ
シ
、

い
け
す
の
中
を
泳
ぎ
ま
わ
る
魚
た
ち
。「
新

鮮
な
魚
は
ど
う
で
す
か
」
と
額
に
汗
し
、
大

き
な
声
で
、
客
の
呼
び
込
み
を
す
る
錦
江
漁

業
協
同
組
合
青
壮
年
部
の
皆
さ
ん
。
青
壮
年

部
で
は
２
月
か
ら
毎
月
第
３
土
曜
日
に
「
鮮

魚
青
空
市
」
を
開
催
し
、
鹿
児
島
湾
で
捕
れ

た
魚
や
加
工
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

４
月
18
日
午
後
３
時
か
ら
の
第
３
回
青
空

市
に
は
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
押
し
寄
せ
、
当

日
朝
に
水
揚
げ
さ
れ
た
生
き
の
い
い
魚
が
瞬

く
間
に
売
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
青
空
市
を
主
催
し
て
い
る
青
壮
年
部

長
の
安
木
高
治
さ
ん
は
、
隼
人
町
小
浜
地
区

出
身
で
、
永
浜
漁
港
を
拠
点
に
鹿
児
島
湾
で

漁
業
を
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
電
子
部
品

メ
ー
カ
ー
に
25
年
間
勤
め
、
４
年
前
に
48
歳

で
退
職
、
漁
師
に
な
り
ま
し
た
。「
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
海
が
好
き
で
、
漁
師
を
や
っ
て
い

た
お
や
じ
が
た
く
さ
ん
の
魚
を
釣
っ
て
く
る

姿
を
見
て
、
自
分
も
い
つ
か
漁
師
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

漁
師
の
青
空
市

漁
師
に
な
っ
た
安
木
さ
ん
は
、
青
壮
年
部

の
活
動
を
知
り
入
会
。
漁
業
も
農
業
と
同
じ

よ
う
に
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
と
い
う
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
何
と
か
こ
の
状
況
を
変

え
て
い
こ
う
と
、
３
年
前
か
ら
部
と
し
て
の

活
動
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。「
捕
る
だ

盛況のうちに第３回目の鮮魚青空市を終わらせた
青壮年部員と漁協の皆さん

生きのいい魚を求めていけすの周りには大勢の人
が集まりました

海
の
幸
を
守
り

そ
の
恵
み
を
多
く
の
人
々
に

け
で
な
く
育
て
る
漁
業
を
」
と
稚
魚
の
放
流

の
量
を
今
ま
で
よ
り
増
や
し
た
り
、
海
草
を

植
え
て
魚
の
隠
れ
家
や
産
卵
場
な
ど
の
漁
場

を
作
っ
た
り
、
先
進
地
の
視
察
を
し
て
い
ま

す
。
視
察
先
の
漁
協
で
は
魚
を
捕
る
だ
け
で

は
な
く
、
自
分
た
ち
で
捕
っ
た
魚
を
加
工
し

て
販
売
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
部
員
か
ら
も
「
新
鮮
で
質
の
良
い
も

の
を
お
客
さ
ん
に
提
供
で
き
る
加
工
所
や
物

産
館
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
市
民
の
皆
さ
ん
に
錦

江
漁
協
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
組

合
長
や
理
事
か
ら
の
強
い
後
押
し
を
受
け
て

こ
の「
鮮
魚
青
空
市
」を
始
め
た
の
で
す
。「
市

を
開
け
る
だ
け
の
魚
を
確
保
で
き
る
の
か
」

「
生
き
た
魚
を
入
れ
る
水
槽
設
備
は
ど
う
す

る
の
か
」
な
ど
心
配
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
部
員
や
漁
協
の
協
力
で
手
作
り
の
青
空

市
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
漁
師
が
や
る
青
空
市
だ
か
ら
こ
そ
味
わ

え
る
新
鮮
な
魚
を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
食
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
毎

月
続
け
て
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
安
木
さ
ん
は
明
る
い

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

THE SCENE

霧島に生きる

毎月第３土曜日は鮮魚青空市
（午後3時～完売時終了、隼人港の錦江漁協広場）
５月は16日
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訪れたかたに
美化活動でＰＲ

館長 今塩屋 勉さん（68）

地区内には黒酢の壷畑があり、
多くの観光客が訪れます。地区
内の美化目的はもちろん、観光
客にも喜んでもらうために、地
区内の清掃には大人から子ども
まで参加して美化に努めていま
す。また、地区内には海があり
ます。まちだけでなく海も大廻
地区の財産です。現在は漁協の
かたに清掃をお願いしています
が、私たち住民も海の清掃作業
に参加して、自然・まち・観光
など地域全体の環境を守ってい
きたいです。

館長 田中 正義さん（81）

姫城地区は温泉客など地区外か
らのかたが多く訪れますが、以
前は一部のかたがごみを散らし
て帰っていました。そこで 7年
前に「ごみ拾いあいさつ運動」
を開始。子どもから大人まで集
まり清掃作業をするこの運動は、
地域の一体化にもつながり、全
体で美化に取り組んだ結果、ご
みが激減しました。地区には環
境・防犯・防災・福祉の４つの
活動の柱があり、今年はその４
つに橋をかけ総合的にまちづく
りに取り組んでいきます。

館長 小谷 幸男さん（51）

田口地区では、ごみステーショ
ンの清掃やごみ出しの立会い指
導などのほか、ふれあいボラン
ティアの日に地域の一斉美化作
業をして地域の美化に努めてい
ます。また、この地区は霧島連
山を訪れる多くの観光客のかた
が通る地区でもあります。その
観光客の皆さんに良い印象を
持ってもらえるように、通りの
ごみ拾いはもちろん、花の植え
付けなどを行い、観光客に見せ
る美化活動にも力を入れていき
たいと思います。

館長 迫田 良信さん（57）

牧園地区は一部のマナーの悪い
観光客による空き缶や弁当など
ごみのポイ捨てに悩んでいまし
た。そこで牧園町時代に美化条
例を作り、ごみ拾いやポイ捨て
禁止を呼びかけてきました。そ
の結果、ポイ捨てや不法投棄が
減りました。ごみは地域の景観
を損ないます。万膳地区は豊か
な自然に囲まれており、この自
然を守っていくことは私たちの
使命。地域のかたと一緒になっ
てこれからも万膳地区の自然と
景観を守っていきたいです。

館長 下甑町 善
よし

治
はる

さん（74）

ごみ出し当番を決め、違反ごみ
出しの減少に努め、ごみ置き場
の美化にも力を入れています。
また、防犯パトロール隊などに
ごみステーションマップを配り、
協力して地域の美化に努めてい
ます。この地区には大隅横川駅
があり、活性化委員会が行う駅
の清掃や花植えなどにも参加し
ています。活性化委員会ととも
に地域のシンボルでもある大隅
横川駅をきれいにし、美化活動
の拠点として、また地域の宝と
して守っていきたいです。

館長 柴山 時雄さん（63）

桑坂地区は地区外からの転入者
が増え、今では約 40㌫が転入
者ですが、ほぼ全員が自治会に
加入しており、交流を深めてい
ます。美化活動には全世帯が参
加します。老人会や子ども会な
どにも活動に参加してもらい、
すべての組織の中で、できる範
囲の取り組みをしてもらってい
ます。私は、見た目だけの美化
も大切ですが、心の美化活動が
一番の目標です。これからも地
域の皆さんと心も環境もきれい
な地域にしていきたいです。

館長 川添 義治さん（72）

偶数月に行う地域の清掃には、
子どもたちにも参加してもらっ
ています。また、各世帯に番号
を設け、ごみ袋にはその番号を
記入して出してもらうため、ご
みの管理ができるようになりま
した。新町では防犯のため防
犯灯をブルーライトにしていま
す。ブルーの光は夜でもよく見
え、夜間の不法投棄防止にもつな
がっています。転入者が多い地区
ですが、清掃には多くのかたが
集まるので、お互いを知り合え
るよいきっかけとなっています。

福
山
区地

全体を考えた
まちづくり活動

隼
人
区地

観光のための
見せる美化活動

霧
島
区地

地域の自然を
守っていきたい

牧
園
区地

を
推
進
す
る
た
め
に
、
68
人
の
か

た
を
環
境
美
化
推
進
員
・
河
川
環

境
保
全
推
進
員
に
任
命
し
、
環
境

パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。ま
た
、看
板
設
置
や
ポ
ス
タ
ー

を
配
布
し
、
市
民
や
観
光
客
に
環

境
美
化
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
回
、
新
た
な
試
み
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

環
境
美
化
モ
デ
ル
地
区

市
内
の
各
地
域
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
美
化
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
の
環
境
美
化
を
進
め
る

た
め
に
は
、
地
域
の
活
動
が
不
可

欠
で
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
７
か

所
の
地
区
自
治
公
民
館
を
地
域
の

模
範
と
な
る
よ
う
な
環
境
美
化
活

動
を
展
開
す
る
「
環
境
美
化
モ
デ

ル
地
区
」
に
認
定
し
ま
し
た
。

期
間
は
１
年
間
で
、
そ
の
後
も

毎
年
、「
環
境
美
化
モ
デ
ル
地
区
」

を
募
集
し
、
市
内
全
域
に
環
境
美

化
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

今
も
な
お
行
わ
れ
る
ポ
イ
捨
て

と
不
法
投
棄
。
し
か
し
、
美
化
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
る
地
域
で
は
、

ポ
イ
捨
て
な
ど
の
行
為
が
減
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
環

境
は
地
域
で
守
る
。
美
化
活
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大隅横川駅は
地域のシンボル

横
川
区地

見た目よりも
心の美化活動を

溝
辺
区地

清掃を通じて
地域につながり

国
分
区地

●❷

地
域
の
環
境
美
化
は
地
域
で
守
る

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄

な
ど
、
環
境
を
損
な
う
行
為
は
あ

と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
市
で

は
、
昨
年
４
月
１
日
に
「
霧
島
市

生
活
環
境
美
化
条
例
」
と
「
霧
島

市
天
降
川
等
河
川
環
境
保
全
条

例
」
を
施
行
。
こ
の
二
つ
の
条
例

平
成
18
年
に
な
さ
れ
た
５
つ
の
市
の
宣
言
の
一
つ
「
環
境
共
生
宣
言
」。

環
境
を
守
る
こ
と
は
、
市
全
体
の
願
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
「
環
境
美
化
モ
デ
ル
地
区
」
を
市
内
全
域
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。

◎
環
境
美
化
モ
デ
ル
７
地
区

清掃作業に参加する住民の皆さん

新町地区自治公民館桑坂地区自治公民館中央地区自治公民館万膳地区自治公民館田口地区自治公民館姫城地区自治公民館大廻地区自治公民館
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期　　日 時　　間 場　　所

6月18日（木）
9：30～ 11：30 霧島総合支所

13：30～ 15：30 国分シビックセンター

7月23日（木）
9：30～ 11：30 牧園総合支所

13：30～ 15：30 横川総合支所

8月20日（木）
9：30～ 11：30 国分シビックセンター

13：30～ 15：30 隼人庁舎

10月22日（木）
9：30～ 11：30 霧島総合支所

13：30～ 15：30 国分シビックセンター

12月17日（木）
9：30～ 11：30 福山総合支所

13：30～ 15：30 国分シビックセンター

1月28日（木）
9：30～ 11：30 牧園総合支所

13：30～ 15：30 溝辺総合支所

2月25日（木）
9：30～ 11：30 霧島総合支所

13：30～ 15：30 国分シビックセンター

◎平成21年度６月以降の年金相談日

名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
が

入
居
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン
に
あ
る
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
４
号
棟
・
７
号
棟

（
高
層
耐
火
10
階
建
て
）
が
、
条

例
改
正
に
よ
り
、
今
年
４
月
か
ら

入
居
基
準
が
緩
和
さ
れ
、
ま
た
家

賃
も
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、
中
堅

所
得
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
に
市
が

直
接
供
給
し
て
い
る
賃
貸
住
宅
で
、

住
む
人
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う

設
計
・
供
給
さ
れ
た
プ
ラ
ン
な
ど

が
魅
力
の
公
的
住
宅
で
す
。
す
で

に
募
集
を
開
始
し
て
い
ま
す
の
で

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

月
額
家
賃
（
月
収
に
よ
り
次
の

い
ず
れ
か
に
な
り
ま
す
）

①
４
万
４
９
０
０
円

②
５
万
５
１
０
０
円

③
６
万
５
３
０
０
円

●
入
居
資
格
の
収
入
基
準
例

▽�

月
収
＝
15
万
８
０
０
０
円
以
上

（
改
正
前
20
万
円
以
上
）

▽�

年
間
所
得
額
＝
１
人
世
帯
の
場

合
１
８
９
万
６
０
０
０
円
以
上

／
４
人
世
帯
の
場
合
３
０
３
万

６
０
０
０
円
以
上

◦�

間
取
り
＝
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

R ecruitment ◎入居者募集

裁
判
員
制
度
が

５
月
21
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

「
裁
判
員
制
度
」
は
裁
判
を
身

近
で
分
か
り
や
す
い
も
の
に
し
、

司
法
に
対
す
る
国
民
の
皆
さ
ん
の

信
頼
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判

員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
被
告
人
が
有
罪
か
無

罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な

刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に

決
め
る
制
度
で
す
。

【
裁
判
員
の
仕
事
や
役
割
】

①
刑
事
裁
判
の
審
理
に
出
席

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判

官
と
一
緒
に
、
刑
事
事
件
の
法
廷

の
審
理
に
出
席
し
、
判
決
ま
で
関

与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
公
判

は
で
き
る
限
り
連
続
し
て
開
か
れ

ま
す
。
公
判
で
は
裁
判
員
が
証
拠

書
類
な
ど
を
取
り
調
べ
る
ほ
か
、

証
人
や
被
告
人
に
対
す
る
質
問
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
評
議
・
評
決

証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
ら
事
実

を
認
定
し
、
被
告
人
が
有
罪
か
無

罪
か
、
有
罪
だ
と
し
た
ら
ど
ん
な

刑
に
す
る
べ
き
か
を
裁
判
官
と
一

緒
に
議
論
し
（
評
議
）、
決
定
す

る
（
評
決
）
こ
と
に
な
り
ま
す
。

評
決
は
多
数
決
に
よ
り
行
わ
れ

ま
す
。（
た
だ
し
、
裁
判
官
、
裁

判
員
の
そ
れ
ぞ
れ
一
人
以
上
の
賛

成
が
必
要
）

③
判
決
宣
告

評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷

で
裁
判
長
が
判
決
の
宣
告
を
し
ま

す
。
裁
判
員
と
し
て
の
仕
事
は
判

決
の
宣
告
で
終
了
し
ま
す
。

【
裁
判
員
の
仕
事
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
９
人
の
協
働

一
人
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は

な
く
、
ほ
か
の
裁
判
員
や
裁
判
官

と
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
や
意
見
を
出

し
合
っ
た
上
で
、
い
わ
ゆ
る
一
つ

の
チ
ー
ム
と
し
て
結
論
を
見
つ
け

だ
し
ま
す
。

②
裁
判
官
と
対
等

裁
判
員
と
裁
判
官
が
全
く
対
等

な
立
場
で
チ
ー
ム
を
構
成
し
ま
す
。

裁
判
員
の
意
見
を
自
由
に
言
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。

③
法
律
の
知
識
不
要

法
律
の
専
門
知
識
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
法
律
の
難
し
い
手
続
き

は
裁
判
官
が
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

裁
判
員
は
犯
罪
事
実
が
あ
っ
た
か

な
か
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
刑
に

す
べ
き
か
を
、
日
常
生
活
に
お
け

る
い
ろ
い
ろ
な
経
験
や
常
識
に
基

づ
い
て
判
断
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

い
い
の
で
す
。

④
人
で
は
な
く
、
罪
を
裁
く

よ
く
「
人
を
裁
く
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
人
の
一
生
を
裁
く

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
証
拠
に

基
づ
い
て
、
そ
の
人
が
何
を
し
た

の
か
、
ど
ん
な
罪
を
犯
し
た
の
か
、

そ
の
人
の
行
為
を
裁
く
と
い
っ
て

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方

裁
判
所
☎
０
９
９
（
２
２
２
）

７
１
２
１

C itizen judge system ◎裁判員制度

◎�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
＝

建
築
住
宅
課
住
宅
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）
０
９
０
９

H ealth ◎健康情報

す
こ
や
か
な
妊
娠
と

出
産
の
た
め
に

妊
娠
中
は
普
段
よ
り
一
層
健
康

に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
医
療
機
関
な
ど
で

妊
婦
健
診
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
妊
婦
健
診
14
回
分
を
公
費

で
助
成
し
て
お
り
、
健
康
診
査
受

診
票
つ
づ
り
を
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

妊
婦
健
診
と
は
、
妊
婦
の
健
康

具
合
や
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
の
育

ち
具
合
を
み
る
た
め
、
身
体
測
定

や
血
液
、
血
圧
、
尿
な
ど
の
検
査

を
し
ま
す
。
特
に
、
貧
血
、
妊
娠

高
血
圧
症
候
群
、
妊
娠
糖
尿
病
な

ど
の
病
気
は
、
お
な
か
の
赤
ち
ゃ

ん
の
発
育
に
影
響
し
、
母
体
の
健

康
を
損
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
で
、

病
気
な
ど
に
早
く
気
付
き
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
妊
娠
に
気
付
い
た
ら

医
療
機
関
な
ど
で
検
査
を
受
け

て
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
、
で
き
る

だ
け
早
め
に
妊
娠
の
届
け
出
を
し
、

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
に
各
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
交
付
し
て
い
ま
す
。

健（
検
）診
を
受
け
よ
う

市
で
は
各
種
健（
検
）診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
健
康
で
長
生
き
す
る

た
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

総
合
健
診
＝
30
歳
・35
歳
の
か

た
を
対
象
と
し
た
健
診
。
平
成

20
年
度
の
対
象
者
で
、
昨
年
度

健
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
か

た
（
31
歳
・
36
歳
）も
受
診
で

き
ま
す
。
対
象
者
へ
は
個
別
に

通
知
し
ま
す
。

◦�

が
ん
検
診
な
ど
＝
40
歳
以
上
を

対
象
に
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が

ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
（
20

歳
以
上
）、
乳
が
ん
検
診
、
肺

が
ん
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
、
腹
部
超
音
波
検
診
が
あ
り

ま
す
。（
乳
が
ん
検
診
は
毎
年

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
）。
40
歳
以
上
の
か
た
に
通

知
し
た
「
検
診
申
込
調
査
」
の

は
が
き
を
投と

う

函か
ん

し
て
い
な
い
か

た
は
早
め
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

結
核
・
肺
が
ん
検
診
＝
65
歳
以

上
を
対
象
に
各
地
区
お
よ
び
保

健
セ
ン
タ
ー
で
、
５
月
～
７
月

に
送
付
す
る
通
知
書
で
受
診
で

き
ま
す
。（
登
録
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
）

◦�

歯
周
疾
患
検
診
＝
40・50・
60
・

70
歳
を
対
象
と
し
、
歯
科
医
院

に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。
対
象

者
へ
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
国
保
・
社
保
な
ど
の

医
療
保
険
者
が
指
定
医
療
機
関
な

ど
で
実
施
す
る
40
歳
以
上
を
対
象

と
し
た
特
定
健
診
や
、
75
歳
以
上

を
対
象
と
し
た
長
寿
健
診
、
介
護

保
険
に
よ
る
65
歳
以
上
を
対
象
に

し
た
介
護
予
防
健
診
が
行
わ
れ
ま

す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

社
会
保
険
庁
は
、
今
年
４
月
か

ら
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
現
役

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
（
水
色
も
し
く
は
オ
レ
ン

ジ
色
の
封
筒
）」
を
毎
年
皆
さ
ん

の
誕
生
月
に
送
付
し
て
い
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
は
、

◦�

こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
と

年
金
加
入
履
歴

◦�

加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込

み
額

◦�

こ
れ
ま
で
の
年
金
保
険
料
の
納

付
額

◦�

月
ご
と
の
年
金
保
険
料
の
納
付

状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い

た
ら
年
金
記
録
を
確
認
し
、
年
金

記
録
に
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
同
封
の
回
答

票
に
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
大
切
な
年
金
記
録
を

正
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
に
よ
る
年
金
記

録
の
確
認
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
は
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０

５
７
０
︲
０
５
８
︲
５
５
５
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
社
会

保
険
事
務
所
☎（
62
）３
５
１

１
年
金
相
談

平
成
21
年
度
の
６
月
以
降
の
年

金
相
談
日
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
社
会

保
険
事
務
所
☎（
62
）３
５
１
１
、

保
険
年
金
課
国
民
年
金
グ
ル
ー

プ
☎（
64
）０
８
８
６

A nnuity ◎年金情報

名波ハイタウン入居者募集

◦�

駐
車
場
利
用
料
＝
月
額
８
０
０

円
（
１
戸
あ
た
り
１
台
）

◦�

敷
金
＝
家
賃
の
３
か
月
分

◦�

募
集
受
付
＝
随
時
（
申
し
込
み

受
付
は
先
着
順
）

◦�

募
集
戸
数
＝
17
戸

◦�

所
在
地
＝
国
分
名
波
町
13
番

◦�

そ
の
ほ
か
、
入
居
時
、
連
帯
保

証
人
が
２
人
必
要
で
す
。
単
身

入
居
も
可
能
で
す
。

※�

市
内
の
ほ
か
の
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
に
つ
い
て
は
、
条
例
改
正

に
よ
り
家
賃
の
増
減
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
建
築
住
宅
課
住

宅
グ
ル
ー
プ
ま
で
。

●
平
面
図
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年
間
の
死
亡
原
因
の
中
で
も
肝
細
胞
が
ん

は
、
今
で
も
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
霧
島

市
で
も
比
較
的
多
く
の
か
た
が
肝
細
胞
が
ん

に
か
か
り
治
療
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
数

あ
る
が
ん
の
中
で
も
予
防
で
き
る
が
ん
は
ほ

ん
の
一
握
り
で
す
。
そ
の
中
で
も
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
は
予
防
で
き
る
数
少
な
い
が
ん
の
一

つ
で
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
駆
除
す
る
こ
と
や

肝
臓
の
炎
症
を
抑
え
る
こ
と
が
肝
が
ん
の
発

生
を
防
ぐ
近
道
で
す
。
当
院
で
も
Ｃ
型
慢
性

肝
炎
の
か
た
に
は
ウ
イ
ル
ス
量
や
ウ
イ
ル
ス

の
型
な
ど
に
よ
り
各
種
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
治
療
、
Ｂ
型
慢
性
肝
炎
の
か
た
に
は
年
齢

を
考
慮
し
て
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
や
核

酸
ア
ナ
ロ
グ
に
よ
る
治
療
を
選
択
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
肝
炎
を
患
っ

て
い
る
か
た
は
多
数
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
平
成
20
年
度
か
ら
７
年
間
の
事
業
計
画

で
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
受
け
ら
れ

る
か
た
に
は
医
療
費
助
成
制
度
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
自
己
負
担
も
少
な
く
て
済

み
ま
す
。
今
の
う
ち
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

最
近
ま
で
の
治
療
実
績

医
療
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
地
域
の
医
療
機
関

と
の
間
で
病
診
連
携
に
よ
り
治
療
を
行
っ
た

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
患
者
は
、
２
０
０
８
年
12

月
ま
で
で
延
べ
７
８
７
人
と
な
り
、
効
果
判

定
可
能
な
５
７
９
人
中
、
完
治
さ
れ
た
か
た

は
２
７
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
４

年
か
ら
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
＋
リ
バ
ビ

リ
ン
併
用
療
法
が
認
可
さ
れ
、
週
１
回
の
注

射
で
済
み
、
副
作
用
も
少
な
く
な
り
多
数
の

か
た
が
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
２
０
０
７
年
に
は
年
間
に
46
人

が
完
治
と
な
り
、
治
癒
し
た
人
数
で
は
過
去

最
多
の
人
数
と
な
り
ま
し
た
。
年
内
に
は
３

０
０
人
を
超
え
る
の
は
確
実
な
勢
い
で
、
最

近
は
ま
す
ま
す
完
治
さ
れ
る
か
た
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
型
慢
性
肝
炎
は
２

０
０
０
年
か
ら
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
が
登
場
し
治

療
の
主
役
と
な
り
、
肝
病
変
の
進
展
や
肝
発

が
ん
予
防
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｂ
型
慢

性
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
は
効
果

やさしい医療講座
霧島市立医師会医療センター
院長／藤﨑邦夫

M E D I C A L  L E C T U R E

受
け
や
す
く
な
っ
た

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

ウイルス性肝炎

の
高
い
若
い
か
た
に
主
に
使
用
さ
れ
ま
す
が
、

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

と
同
様
医
療
費
助
成
制
度
が
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
治
療
の
際
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

市
の
広
報
誌
に
お
い
て
も
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
が
、
Ｂ
型･

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
除

去･

根
治
を
目
的
と
し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
治
療
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
保

健
所
で
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
受
け
る

た
め
の
書
類
を
入
手
し
、
医
療
機
関
で
の
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
申
請
書
を
記
載
し
、

市
役
所
の
所
得
証
明
書
を
添
付
し
て
保
健
所

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定
審
査
会
で
、

該
当
さ
れ
る
と
判
定
さ
れ
た
場
合
に
は
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
、

病
院
で
の
自
己
負
担
の
軽
減
措
置
が
な
さ
れ

ま
す
。
期
間
は
48
週
間
を
限
度
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
効
果
を
高
め
る
た

め
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
難
治
例
に
お
い
て
は
72

週
間
ま
で
延
長
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
が
原
因
と
な
る
肝
細
胞

が
ん
は
予
防
可
能
な
が
ん
で
す
の
で
、
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
受
け
て
安
心
し
て
過

ご
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
や

最
寄
り
の
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
霧
島
市
に
新
幹
線
は
走
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
鹿
児
島
か
ら
宮
崎
、
大
分
、
小
倉

を
結
ぶ
日に

っ

豊ぽ
う

本
線
と
、
隼
人
、
吉
松
、
人

吉
、
八
代
を
結
ぶ
肥
薩
線
が
あ
り
ま
す
。
市

内
の
駅
と
し
て
は
、
日
豊
本
線
は
隼
人
、
国

分
、
霧
島
神
宮
、
北
永
野
田
、
肥
薩
線
は
隼

人
、
日
当
山
、
表
木
山
、
中
福
良
、
嘉
例
川
、

霧
島
温
泉
、
植
村
、
大
隅
横
川
の
計
十
一
駅

あ
り
ま
す
。

鹿
児
島
県
内
で
一
番
古
い
路
線
は
、
明
治

三
十
四（
一
九
〇
一
）年
、
当
時
の
鹿
児
島
線

で
、
鹿
児
島―
国
分
（
現
・
隼
人
駅
）
間
で

す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
開
業
し
た
駅
は

鹿
児
島
、
重
富
、
加
治
木
、
国
分
（
現
・
隼

人
駅
）
の
合
計
四
駅
で
、
県
内
で
最
も
歴
史

の
あ
る
駅
で
す
。

肥
薩
線
は
鹿
児
島
線
の
延え

ん

伸し
ん

で
、
明
治
三

十
六
（
一
九
〇
三
）
年
一
月
に
国
分
（
現
・

隼
人
駅
）か
ら
嘉
例
川
、
横
川（
現
・
大
隅
横 

川
駅
）
が
開
業
し
ま
し
た
。
九
月
に
は
栗
野
、

吉
松
が
開
業
し
て
い
ま
す
。明
治
四
十
一（
一

九
〇
八
）
年
十
一
月
に
は
貨
物
駅
と
し
て
牧

園
駅
（
現
・
霧
島
温
泉
駅
）
が
開
業
し
ま
し
た
。

一
方
、
八
代
方
面
か
ら
は
明
治
四
十
一
年

六
月
に
人
吉
本
線
と
し
て
八
代―

人
吉
間
が

開
業
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
翌
年
の
十
一

月
二
十
一
日
に
人
吉―

吉
松
間
が
開
通
し
、

人
吉
本
線
と
鹿
児
島
線
が
つ
な
が
り
、
鹿
児

島
本
線
と
し
て
全
線
開
通
し
た
の
で
す
。

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
十
月
に
川
内
本

線
全
通
に
よ
り
、
八
代―

吉
松―

鹿
児
島
間

が
鹿
児
島
本
線
か
ら
肥
薩
線
に
名
称
を
変
更
、

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
十
二
月
に
隼
人―

鹿
児
島
間
が
日
豊
本
線
に
編
入
さ
れ
、
現
在

の
肥
薩
線
の
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
県

内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
嘉

例
川
駅
と
大
隅
横
川
駅
は
、
当
時
の
建
築
様

式
を
残
し
て
い
る
貴
重
な
建
造
物
で
す
。
歴

史
的
な
建
造
物
と
し
て
は
、
県
内
の
ど
の
駅

舎
も
嘉
例
川
、
大
隅
横
川
両
駅
舎
に
は
か
な

い
ま
せ
ん
。
両
駅
と
も
今
年
で
百
六
歳
を
迎

え
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
両
駅
舎
が
建
て

ら
れ
た
こ
ろ
の
日
本
は
ど
の
よ
う
な
時
代

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
、
日
本
と

イ
ギ
リ
ス
は
同
盟
を
結
び
ま
し
た
（
日
英
同

盟
）。
ロ
シ
ア
が
中
国
・
満ま

ん

州し
ゅ
うを

占
領
し
続

け
る
の
に
対
抗
し
た
の
で
す
。
翌
年
、
日
本

と
ロ
シ
ア
は
満
州
と
韓
国
で
の
権
利
を
め
ぐ

り
交
渉
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
交
渉
は
行

き
詰
ま
り
、
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
、

日に
ち

露ろ

戦
争
が
勃ぼ

っ

発ぱ
つ

し
ま
す
。
こ
の
戦
争
は
ア

メ
リ
カ
の
仲
裁
が
あ
り
、
な
ん
と
か
終
息
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
時
代
の
産
業
と
し
て
は
、
鉱
山
や
造

船
、
製せ

い

糸し

業
、
紡ぼ

う

績せ
き

業
が
発
達
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
鉄
道
は
明
治
二
十
二
（
一
八

八
九
）
年
、
新
橋―

神
戸
間
（
東
海
道
線
）

が
全
線
開
通
、
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）

年
、
上
野―

青
森
間
が
全
線
開
通
し
て
い
ま

す
。
日
清
戦
争
後
に
は
青
森―

下
関
間
、
本

州
の
端
か
ら
端
が
鉄
道
で
つ
な
が
り
ま
す
。

民
間
の
鉄
道
会
社
も
多
く
、
近
代
産
業
の
発

展
と
と
も
に
鉄
道
の
発
達
も
著
し
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
肥
薩
線

は
開
通
し
て
い
る
の
で
す
。

今
年
は
肥
薩
線
全
線
開
通
百
周
年
と
い
う

こ
と
で
、
沿
線
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
新
幹
線
一
部
開
業

と
と
も
に
特
急
「
は
や
と
の
風
」
や
「
い

さ
ぶ
ろ
う
・
し
ん
ぺ
い
」
が
走
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
四
月
か
ら
は
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
号
」

も
走
り
始
め
、
今
最
も
注
目
の
鉄
道
路
線
で

す
。「
は
や
と
の
風
」
→
「
し
ん
ぺ
い
」
→

「
Ｓ
Ｌ
人
吉
号
」
→
「
つ
ば
め
」
→
「
き
り

し
ま
」
と
乗
り
継
い
で
一
周
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

余
談
で
す
が
、
肥
薩
線
は
電
化
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
電
車
は
走
っ
て
い
ま
せ
ん
。

文
責
＝
坂

平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
三
月
に
九
州

新
幹
線
が
新
八
代―

鹿
児
島
中
央
間
で
開
業

し
ま
し
た
。
新
八
代
か
ら
先
、
博
多
方
面
も

着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
、
全
線

開
通
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

肥
薩
線
百
年
の
旅

はやとの風（中福良〜表木山間）

大
隅
横
川
駅
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K irishima Information

窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
建
築
指
導
課

☎（
64
）０
９
５
４

募　

集

第
１
回
き
り
し
ま
歴
史
散
歩

◦�

日
時
＝
５
月
23
日（
土
）午
前
９

時
～
12
時
（
小
雨
決
行
）

◦�

集
合
場
所
＝
Ａ
︲
Ｚ
は
や
と
店

駐
車
場
（
午
前
９
時
）

◦�

対
象
者
＝
小
学
生
以
上

◦�

参
加
料
＝
無
料

◦�

見
学
場
所
＝
俊
寛
船
出
の
港

（
鳩は

と

脇わ
き

八
幡
崎
）、
富
隈
城
跡
、

浜
之
市
港
な
ど
富
隈
地
区
の
史

跡　

往
復
約
５
㌔

◦�

申
込
方
法
＝
直
接
も
し
く
は
電

話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
間
＝
５
月
11
日（
月
）～

21
日（
木
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化

振
興
課
文
化
財
グ
ル
ー
プ
☎

（
42
）１
１
１
９

全
国
戦
没
者
追
悼
式

参
列
者
募
集

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
を

希
望
さ
れ
る
ご
遺
族
の
か
た
を
募

集
し
ま
す
。

◦�

期
日
＝
８
月
15
日（
土
）

※�

６
月
２
日
は
現
地
で
の
み
受
け

付
け
ま
す
。

◦�
受
付
時
間
＝
【
６
月
】
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
毎
週
月
曜
日

は
休
園
日
）、【
７
～
８
月
】
午

前
９
時
～
午
後
６
時
（
休
園
日

な
し
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分

キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場
管
理
事
務

所
☎（
45
）１
５
５
０

●�

黒
石
岳
森
林
公
園

７
～
８
月
の
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

◦�

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
毎
週
火
曜
日
は
休
園
日
。

た
だ
し
、
７
月
20
日
～
８
月
31

日
は
無
休
）

※�

７
～
８
月
以
外
の
予
約
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
黒
石

岳
森
林
公
園
管
理
事
務
所
☎

（
49
）３
６
８
８

お
詫
び
と
訂
正

広
報
４
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

●�

５
ペ
ー
ジ（
各
会
計
予
算
規
模
）

◦
特
別
会
計
の
増
減
額
小
計

【
誤
】　

25
億
７
０
１
０
万
円

【
正
】
△
25
億
７
０
１
０
万
円

◦�

場
所
＝
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

◦�

対
象
者
＝
戦
没
者
の
配
偶
者
な

ら
び
に
三
親
等
内
の
ご
遺
族
。

一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
な

ら
び
に
三
親
等
内
の
ご
遺
族
。

（
い
ず
れ
も
過
去
に
参
列
し
た

こ
と
の
な
い
か
た
が
優
先
）

◦�

申
込
期
限
＝
５
月
29
日（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
保
健

福
祉
政
策
課
☎（
64
）０
９
０
４
、

隼
人
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課

発
達
障
害
の
学
習
会

（
幼
児
期
向
け
）

◦�

期
日
・
内
容
＝

・�

５
月
19
日（
火
）＝
発
達
障
害
を

知
ろ
う
①

・�

７
月
28
日（
火
）＝
発
達
障
害
を

知
ろ
う
②
、
感
覚
統
合
に
つ
い

て
◦�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
保
健
セ
ン
タ
ー

◦�

対
象
者
＝
市
民
で
、
幼
児
期
の

発
達
障
害
に
関
心
の
あ
る
か
た

◦�

申
込
方
法
＝
各
学
習
会
の
４
日

前
ま
で
に
電
話
な
ど
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿･

障
害

福
祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
９
５

第
１
回

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

フ
ー
ド
ふ
れ
あ
い

ア
メ
リ
カ
・
中
国
の
簡
単
な
家

庭
料
理
を
作
り
食
べ
な
が
ら
、
国

際
交
流
員
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

日
時
＝
５
月
30
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
１
時

◦�

場
所
＝
福
山
公
民
館
調
理
室

（
福
山
地
区
牧
之
原
）

◦�

定
員
＝
18
人
（
先
着
順
）

◦�

参
加
費
＝
４
０
０
円
程
度

◦�

申
込
期
限
＝
５
月
22
日（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
１
４

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

受
講
者
募
集

◦�

期
間
＝

①�

基
本
講
座
＝
６
月
１
日（
月
）～

11
月
30
日（
月
）
全
23
回

②�

実
践
講
座
＝
５
月
20
日（
水
）～

11
月
18
日（
水
）
全
23
回　

◦�

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
小
会
議
室

（
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
複

合
施
設
棟
３
階
）

◦�

対
象
者
＝
次
の
い
ず
れ
に
も
あ

て
は
ま
る
市
内
居
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
18
歳
以
上

（
高
校
生
を
除
く
）
の
か
た

・�

①
は
市
主
催
の
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
（
入
門
・
基
礎
）、
②

は
市
主
催
の
手
話
通
訳
者
養
成

講
座
（
基
本
・
応
用
）
を
修
了

ま
た
は
同
等
の
手
話
を
習
得
し

て
い
る
と
市
が
認
め
る
か
た

・�

手
話
通
訳
者
統
一
試
験
を
受
験

し
、
手
話
通
訳
者
登
録
を
考
え

て
い
る
か
た

◦�

受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

が
別
途
必
要
）

◦�

定
員
＝
20
人
（
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

◦�

申
込
期
限
＝
①
５
月
28
日（
木
）、

②
５
月
18
日（
月
）

◦�

申
込
方
法
＝
所
定
の
申
込
書
に

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿
・
障
害

福
祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
９
５

バ
ン
ガ
ロ
ー
・

貸
し
テ
ン
ト
の
予
約
受
付

●
国
分
キ
ャ
ン
プ
海
水
浴
場

７
～
８
月
の
２
か
月
間
、
開
設

し
ま
す
。
次
の
要
領
で
期
間
中
の

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦�

受
付
期
間
＝
６
月
２
日（
火
）～

８
月
31
日（
月
）

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

資
産
税
グ
ル
ー
プ
☎（
45
）５
１

１
１
（
内
線
１
３
８
１
）、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

野
焼
き
な
ど
は
原
則
禁
止

最
近
、
野
焼
き
な
ど
の
相
談
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野

外
な
ど
で
の
不
法
な
廃
棄
物
の
焼

却
、
い
わ
ゆ
る
野
焼
き
な
ど
は
廃

棄
物
処
理
法
で
原
則
禁
止
さ
れ
、

罰
則
規
定
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
な
ど
に
よ
る
煙
、
す
す
、

悪
臭
は
周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け

る
だ
け
で
な
く
、
空
気
の
乾
燥
し

や
す
い
時
期
に
は
火
災
を
引
き
起

こ
す
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

焼
却
禁
止
の
例
外
と
な
る
農
業

者
が
行
う
稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
や
、

日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ

れ
る
焼
却
で
軽
微
な
も
の
（
た
き

火
な
ど
）、
風
俗
慣
習
上
の
行
事

に
伴
う
焼
却
な
ど
で
あ
っ
て
も
、

近
所
に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
は
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課

☎（
64
）０
９
５
０
、
隼
人
市
民

課
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

ヤ
ミ
金
業
者
に
気
を
つ
け
て

チ
ラ
シ
を
見
て
、
通
常
の
金
融

機
関
よ
り
も
低
金
利
だ
っ
た
の
で

電
話
を
か
け
た
。
職
場
な
ど
個
人

情
報
を
聞
か
れ
、
不
審
に
思
い
借

り
る
こ
と
を
断
っ
た
が
「
キ
ャ
ン

セ
ル
料
が
か
か
る
」
と
言
わ
れ
、

仕
方
な
く
３
万
円
借
り
た
。
１
週

間
後
、
４
万
５
０
０
０
円
を
振
り

込
ん
だ
が
「
ま
だ
振
り
込
ま
れ
て

い
な
い
。
利
息
を
つ
け
て
返
済
し

ろ
」
と
新
た
な
口
座
に
振
り
込
む

よ
う
言
わ
れ
た
。
放
っ
て
お
い
た

ら
自
宅
や
職
場
に
頻
繁
に
催
促
の

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

●
ア
ド
バ
イ
ス

ヤ
ミ
金
融
は
借
り
手
が
お
び
え

る
ほ
ど
、
取
り
立
て
方
法
を
エ
ス

カ
レ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
毅
然
と
対

応
し
、
警
察
へ
の
被
害
届
の
提
出

や
刑
事
告
訴
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
極
端
に
低
い
金
利
な
ど
条

件
が
良
す
ぎ
る
の
は
ヤ
ミ
金
融
の

可
能
性
が
高
い
た
め
、
利
用
し
な

い
の
が
得
策
で
す
。
借
金
返
済
の

た
め
新
た
に
借
り
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。�

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
観
光
政

策
課
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
６
４

移
動
映
画
会

◦�
作
品
＝
お
く
り
び
と
（
１
３
１

分
）

◦�

期
日
＝
６
月
20
日（
土
）

◦�

上
映
＝
午
前
10
時
か
ら
（
開
場

午
前
９
時
30
分
）

◦�

場
所
＝
霧
島
公
民
館
（
霧
島
田

口
）

※
入
場
無
料
・
要
予
約

◦�

予
約
申
込
期
間
＝
６
月
１
日

（
月
）～
19
日（
金
）（
土
日
を
除

く
午
前
８
時
15
分
～
午
後
５

時
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島

出
張
所
教
育
振
興
課
☎（
57
）１

１
１
１

長
期
優
良
住
宅
認
定
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

６
月
４
日
に
施
行
さ
れ
る
「
長

期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
に
伴
い
、
住
宅
の
耐

久
性
、
耐
震
性
な
ど
を
高
め
、
計

画
的
な
維
持
管
理
を
し
よ
う
と
す

る
制
度
で
す
。

該
当
す
る
住
宅
計
画
は
、
霧
島

市
な
ど
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で

税
制
の
優
遇
措
置
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
認
定
審
査

は
有
料
）。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
県
で
取
り
扱
う
住
宅

の
認
定
手
数
料
は
最
寄
り
の
申
請

相
談
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
【
福
祉
総
合

相
談
】
保
健
福
祉
政
策
課
、【
家

庭
児
童
相
談
、
子
育
て
支
援
】

児
童
福
祉
課
☎（
45
）５
１
１
１

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い

６
月
１
日
（
月
）
は
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
第
１
期
の
納

期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
は
評
価
替
え
の
年

に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
納
税
通
知

書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
同
封
の
課

税
明
細
書
で
お
持
ち
の
資
産
（
土

地
・
家
屋
）
の
記
載
漏
れ
や
誤
り

が
な
い
か
、
十
分
ご
確
認
く
だ
さ

い
。そ

の
ほ
か
納
税
者
の
変
更
（
納

税
管
理
人
、相
続
人
代
表
者
な
ど
）

を
す
る
場
合
は
、
所
定
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

隼
人
庁
舎
で
は
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
。

【
納
期
限
】

◦�

第
１
期
＝
６
月
１
日（
月
）

◦�

第
２
期
＝
７
月
31
日（
金
）

◦�

第
３
期
＝
12
月
28
日（
月
）

◦�

第
４
期
＝
３
月
１
日（
月
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
固
定

お
知
ら
せ

福
祉
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
ご
案
内

●
福
祉
総
合
相
談
窓
口

福
祉
に
関
す
る
全
般
的
な
相
談

に
福
祉
総
合
相
談
員
が
対
応
し

ま
す
。

●
家
庭
児
童
相
談
室

家
庭
で
子
ど
も
を
養
育
す
る
上

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
、
心
配

ご
と
に
つ
い
て
家
庭
児
童
相
談

員
が
相
談
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

（
各
総
合
支
所
へ
も
巡
回
し
ま

す
）

●
子
育
て
支
援
推
進
室

育
児
不
安
、
児
童
虐
待
な
ど
に

つ
い
て
臨
床
心
理
士
が
相
談
を

行
い
ま
す
。

◦�

相
談
日
＝
平
日
午
前
８
時
15
分

～
午
後
５
時
（
土
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
は
除
く
）

◦�

場
所
＝
福
祉
事
務
所
（
国
分
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
議
会
棟
１
階
）

※�

複
雑
・
困
難
な
相
談
は
児
童
相

談
所
や
保
健
所
な
ど
の
専
門
機

関
と
連
携
し
て
相
談
を
行
い
ま

す
。

※�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
も
配

慮
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
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ご
当
地
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
い

て
い
ま
す
か
。（
ク
ー
ち
ゃ
ん
53

歳
女
性
）

●

自
然
豊
か
な
沖
縄
の
か
た
に
ほ

め
て
い
た
だ
く
と
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
広
報
誌
で
も
霧
島
市
の

魅
力
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

３
月
号
の
広
報
誌
で
「
ド
ン

グ
リ
は
千
年
後
の
贈
り

物
」
と
い
う
記
事
を
読
み
ま
し
た
。

千
年
と
い
う
途
方
も
な
い
数
字
に

果
て
し
な
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

で
も
人
間
の
生
命
の
循
環
の
こ
と

を
思
う
と
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち

に
素
晴
ら
し
い
風
土
、
自
然
を
残

す
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
切
な
こ
と

か
。
私
自
身
、
苦
し
み
、
悩
ん
だ

り
し
た
と
き
、
森
の
中
に
入
り
、

大
自
然
の
や
さ
し
い
懐

ふ
と
こ
ろの

中
に
守

ら
れ
て
い
る
自
分
を
感
じ
た
と
き
、

ど
ん
な
に
癒い

や

さ
れ
た
こ
と
か
。
し

み
じ
み
と
そ
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

す
。
何
か
私
に
で
も
で
き
る
こ
と

を
実
行
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｉ
・
Ｋ
63
歳
女
性
）

●

美
し
い
水
、
そ
し
て
空
気
、
森

が
生
命
を
は
ぐ
く
ん
で
い
る
。
そ

の
こ
と
を
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

感
じ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
日
課
に
し

て
い
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
も
、

ス
ト
レ
ス
発
散
の
た
め
に
も
な
り
、

最
高
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
続
け
て
い
く
つ
も
り
で

す
が
、
た
び
た
び
残
念
な
光
景
を

目
に
し
ま
す
。
そ
れ
は
歩
道
上
に

放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン
で
す
。
夜

に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
犬

の
散
歩
を
し
て
い
る
人
と
す
れ
違

い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
の
手
元
を

見
る
と
ほ
と
ん
ど
が
手
ぶ
ら
で
す
。

果
た
し
て
犬
が
フ
ン
を
し
た
と
き

素
手
で
処
理
を
す
る
の
か
と
疑
問

に
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
犬
の
フ

ン
を
放
置
す
る
人
た
ち
は
自
分
の

家
の
前
じ
ゃ
な
い
か
ら
平
気
で
そ

う
い
っ
た
行
為
を
し
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

な
ど
は
罰
則
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
犬
の
フ
ン
の
放
置
を
処
罰
す

る
条
例
は
な
い
の
で
す
か
、
子
ど

も
た
ち
の
悪
い
手
本
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。（
霧
島
ラ
ブ
25
歳
男
性
）

●

市
で
は
平
成
20
年
４
月
１
日
に
、

「
霧
島
市
生
活
環
境
美
化
条
例
」

と
「
霧
島
市
天
降
川
等
環
境
保
全

条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。
環
境

美
化
条
例
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、

ポ
イ
捨
て
と
犬
の
フ
ン
の
放
置
に

つ
い
て
、
禁
止
行
為
を
続
け
た
場

合
、
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
規
定
が

あ
り
ま
す
。
す
べ
て
は
飼
い
主
の

責
任
。「
こ
れ
ぐ
ら
い
は
大
丈
夫
」

の
考
え
が
環
境
を
壊
し
て
い
き
ま

す
。霧

島
温
泉
郷
を
訪
問
し
ま
し

た
。
霧
島
温
泉
市
場
で
足

湯
を
楽
し
み
、
特
産
品
の
買
い
物

も
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
30
年
ほ

ど
前
に
林
田
温
泉
を
訪
ね
、
当
時

ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
シ
ョ
ー
を
見
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
今
も
変

わ
ら
な
い
硫
黄
の
に
お
い
や
風
情

に
、
強
く
心
を
打
た
れ
る
こ
と
で

し
た
。（
べ
ぶ
ど
ん
38
歳
男
性
）

●

実
に
懐
か
し
い
。
私
が
見
た
の

は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
。
本
物
と
信
じ

て
サ
イ
ン
を
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
７
通
の
お
便
り
が

あ
り
ま
し
た
。

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢

な
ど
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.76/2009.5）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださったかたの中から
米德養蜂園の霧島産レンゲのはち
みつ（1.2㌔）を５人のかたにプレ
ゼント。応募締め切りは５月22日
（金）当日消印有効です。当選の
発表は、商品の発送を持ってかえ
させていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な事、何でも好きなことを書いてく
ださい。

おたより
待ってます

Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

結
婚
し
て
国
分
に
参
り
ま
し

た
。
右
も
左
も
わ
か
ら
ぬ

と
こ
ろ
か
ら
は
や
５
年
、
二
人
の

子
ど
も
に
も
恵
ま
れ
、
今
は
国
分

の
住
み
や
す
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金
受
給

年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、

子
育
て
支
援
事
業
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、
子
育
て
世
代
に
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
国
分

に
来
て
友
だ
ち
ゼ
ロ
で
ス
タ
ー
ト

し
た
私
で
す
が
、
地
域
の
子
育
て

サ
ロ
ン
や
ふ
れ
あ
い
の
郷さ

と

、
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場

所
に
顔
を
出
し
、
今
で
は
多
く
の

信
頼
で
き
る
友
だ
ち
が
で
き
ま
し

た
。
上
の
子
は
今
年
、
幼
稚
園
入

園
で
す
。
咲
き
始
め
た
桜
を
眺
め

な
が
ら
、
今
ま
で
か
か
わ
っ
た
す

べ
て
の
か
た
が
た
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
気
持
ち
を
分
か
ち
合
い
、
お

礼
の
気
持
ち
を
持
っ
て
一
つ
ず
つ

成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
サ
ロ
ン
の
先
生
、
幼
稚
園

開
放
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
、

地
域
サ
ロ
ン
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
本
当
に
今
ま
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
さ

く
ら
34
歳
女
性
）●

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
す
る
。
そ
の
気
持
ち

が
親
友
を
つ
く
り
、
人
の
輪
が
で

き
て
い
く
、
そ
し
て
生
活
を
豊
か

に
し
て
く
れ
ま
す
。

マ
マ
友
だ
ち
の
誘
い
で
、「
ベ

ビ
ー
サ
イ
ン
」
を
習
っ
て

か
ら
は
や
一
年
、
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン

は
ま
だ
言
葉
を
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ

ん
と
手
で
会
話
で
き
る
ベ
ビ
ー
手

話
で
す
。
鹿
児
島
県
に
は
鹿
児
島

市
と
霧
島
市
に
そ
れ
ぞ
れ
認
定
講

師
の
先
生
が
一
人
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
娘
が
９
か
月
の
と
き
、
霧

島
市
の
先
生
か
ら
習
い
始
め
ま
し

た
。
初
め
は
ミ
ル
ク
を
飲
む
こ
と

を
手
で
に
ぎ
に
ぎ
し
な
が
ら
サ
イ

ン
と
し
て
お
く
る
。
動
物
や
果
物

は
絵
本
を
見
て
、
そ
の
形
を
サ
イ

ン
と
し
て
表
現
す
る
。
娘
も
サ
イ

ン
を
見
な
が
ら
お
話
し
を
す
る
の

が
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
。
今
で

は
ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
な
の
に
親
子
の

会
話
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
の
お
か

げ
で
育
児
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
っ
と
普
及
し
て
い
く
こ
と

を
願
い
つ
つ
、
い
つ
も
温
か
く
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
る
先
生
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。（
マ

マ
パ
ン
マ
ン
31
歳
女
性
）

●

お
母
さ
ん
の
顔
や
し
ぐ
さ
、
赤

ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
サ
イ
ン
を
見
て

い
る
の
で
す
ね
。

「
う
ぶ
声
」
の
欄
を
見
る

の
が
好
き
で
す
。
広

報
き
り
し
ま
を
い
た
だ
く
と
真
っ

先
に
開
く
の
が
こ
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

ひ
と
昔
前
と
比
べ
、
今
は
ふ
り
が

な
無
し
で
は
読
み
方
が
分
か
ら
な

い
名
前
も
あ
り
、
昔
な
が
ら
の
名

前
も
少
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
き
っ
と
、
親
御
さ
ん
や
関

係
者
の
か
た
が
た
が
、
赤
ち
ゃ
ん

へ
の
い
ろ
ん
な
思
い
を
込
め
て
付

け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
名
前
は

赤
ち
ゃ
ん
が
初
め
て
も
ら
う
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
私
も
も
う
す
ぐ
２
歳
に

な
る
娘
に
、
母
と
し
て
の
願
い
を

込
め
て
名
前
を
付
け
ま
し
た
。「
う

ぶ
声
」
を
見
て
い
る
と
、
日
本
が

少
子
化
傾
向
に
あ
る
と
思
え
な
い

ぐ
ら
い
た
く
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
の

名
前
が
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
子

た
ち
が
大
人
に
な
る
こ
ろ
、
霧
島

市
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
ふ
と
考
え
ま
し
た
。
犯
罪
や
ゴ

ミ
の
な
い
、
平
和
で
美
し
い
霧
島

市
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

（
さ
つ
ま
い
も
Ｒ
23
歳
女
性
）

●

次
の
世
代
の
た
め
に
と
考
え
る

こ
と
が
、
平
和
や
自
然
環
境
を
守

る
私
た
ち
の
責
任
と
し
て
一
番
大

切
な
こ
と
で
す
ね
。

去
年
の
12
月
沖
縄
県
の
那
覇

市
か
ら
転
勤
し
て
き
ま
し

た
。当
初
こ
こ
鹿
児
島
は
、「
篤
姫
」

ゆ
か
り
の
薩
摩
藩
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
だ
け
に
お
堅
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う

な
あ
と
警
戒
し
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
ま
ず
空
気
が
お
い
し
い
、

水
が
お
い
し
い
、
そ
れ
に
人
が

と
っ
て
も
や
さ
し
い
で
す
。
困
っ

て
い
る
と
す
ぐ
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
る
し
、
車
を
運
転
し
て
い
て

も
頭
を
下
げ
る
と
す
ぐ
に
前
を
あ

け
て
く
れ
ま
す
。
極
め
付
け
は
天

降
川
の
自
然
。
川
沿
い
を
散
策
す

る
と
ウ
グ
イ
ス
が
鳴
き
、
な
ん
と

カ
モ
が
近
づ
い
て
き
ま
す
。
も
ー

び
っ
く
り
。
霧
島
市
の
皆
さ
ん
、

シラン（紫蘭）ラン科
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平
成
12
年
秋
、
僕
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
３
年
目
の
真
っ
只た

だ

中
に
保
育

士
を
目
指
そ
う
と
試
行
錯
誤
し
て

い
た
。「
自
分
は
ど
う
い
う
人
間

に
な
り
た
い
の
か
」「
幸
せ
っ
て

な
ん
な
の
か
」
そ
ん
な
こ
と
を
自

〈随ずいそう想〉

分
に
問
い
か
け
た
結
果
で
あ
っ
た
。

た
ま
た
ま
そ
ん
な
時
、
縁
が
あ

り
、
鹿
児
島
の
保
育
園
の
理
事
長

と
園
長
に
仕
事
に
つ
い
て
の
質
問

や
不
安
を
直
接
聞
い
て
も
ら
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。
東
京
か
ら
は
随

分
離
れ
た
場
所
で
は
あ
っ
た
が
、

自
分
の
将
来
へ
の
助
言
を
も
ら
う

た
め
、
初
の
鹿
児
島
訪
問
が
突
然

決
ま
っ
た
。

そ
の
後
も
何
度
か
鹿
児
島
に
足

を
運
び
、
実
際
に
保
育
園
の
子
ど

も
た
ち
と
も
か
か
わ
ら
せ
て
も

ら
っ
た
。
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

で
の
保
育
、
そ
こ
に
溶
け
込
む
子

ど
も
た
ち
、
原
っ
ぱ
で
の
お
に
ぎ

り
に
は
本
当
に
癒い

や

さ
れ
た
。
無
機

的
で
人
工
的
な
東
京
で
、
も
み
く

ち
ゃ
に
さ
れ
て
い
た
生
活
か
ら
み

れ
ば
異
次
元
の
世
界
だ
っ
た
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
か
ら
の
逃
亡
や

脱
出
で
は
な
く
、「
保
育
と
い
う

世
界
に
自
分
の
存
在
意
義
を
見
い

だ
し
た
い
、
そ
し
て
鹿
児
島
の
溝

辺
の
こ
の
保
育
園
で
勉
強
し
た

い
」
そ
ん
な
思
い
が
、
迷
い
や
不

安
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
た
。

幸
い
理
事
長
か
ら
は
「
う
ち
の

園
で
保
育
の
勉
強
す
る
の
は
自
由

だ
よ
」
と
い
う
あ
た
た
か
い
言
葉

を
い
た
だ
い
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
身
分
で
も
か
ま
わ
な
い
、

た
だ
、
保
育
に
か
か
わ
ら
せ
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

保
育
の
勉
強
を
し
な
が
ら
事
務
員

と
し
て
正
式
採
用
ま
で
し
て
い
た

だ
い
た
。
そ
し
て
平
成
13
年
春
、

鹿
児
島
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。

僕
が
と
り
こ
に
な
っ
た
保
育
園

の
基
本
理
念
は
「
原
っ
ぱ
保
育
」。

理
事
長
が
保
育
の
話
を
す
る
と
き

に
よ
く
口
に
す
る
言
葉
は
「
セ
ン

ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
」。
そ
の

言
葉
は
「
子
ど
も
な
ら
誰
も
が

持
っ
て
い
る
自
然
の
神
秘
や
不
思

議
を
感
じ
取
る
感
性
」
と
い
う
意

味
。

「
原
っ
ぱ
保
育
」
の
考
え
の
中
に

も
土
や
石
こ
ろ
、
草
花
や
木
の
実
、

虫
た
ち
と
い
う
身
近
な
自
然
、
さ

り
げ
な
い
自
然
が
子
ど
も
の
感
性

の
育
ち
に
は
大
切
で
あ
る
い
う
内

容
が
あ
る
。
僕
は
こ
の
考
え
が
大

好
き
で
、
そ
れ
ら
を
実
践
す
る
自

然
環
境
や
子
ど
も
の
目
線
に
合
わ

せ
た
環
境
が
あ
ふ
れ
て
い
る
照

し
ょ
う

明み
ょ
う

保
育
園
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。

Profile
いまい　まさひろ（33）
京都府出身。大学卒業後、３年間
サラリーマンとして東京で勤務
したのち転職、現在働いている
照明保育園（溝辺町麓）で事務職
員として勤務し始める。４年前
に保育士資格を取得。事務兼保
育士として９年目。４歳の男の
子、２歳の女の子、妻との４人
暮らし。

センス・オブ・ワンダーを育
はぐく

む
◎今井  正寛

京
都
で
生
ま
れ
育
ち
、
東
京
で

就
職
３
年
目
を
む
か
え
て
い
た
僕
。

鹿
児
島
暮
ら
し
な
ど
生
涯
一
度
も

考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
ん

な
僕
が
な
ぜ
鹿
児
島
に
移
り
住
み
、

鹿
児
島
の
と
り
こ
に
な
っ
た
の
か
。

自
然
は
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す

る
人
間
の
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
し
て

く
れ
ま
す
。
霧
島
市
に
は
そ
れ
が

豊
か
に
あ
り
ま
す
。
海
も
山
も
川

も
原
っ
ぱ
も
あ
る
。
海
水
浴
、
山

登
り
、
魚
釣
り
、
虫
採
り
、
泥
だ

ん
ご
作
り
、
草
す
べ
り
…
。
た
だ

原
っ
ぱ
を
走
り
回
る
だ
け
で
も
何

ら
か
の
発
見
に
出
会
い
ま
す
。
と

き
に
は
ゆ
っ
く
り
と
湧わ

き
水
を
沸

騰
さ
せ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
ま

た
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
の
中
、
ホ
タ

ル
が
乱
舞
す
る
の
を
た
だ
眺
め
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ

て
は
霧
島
市
で
体
験
で
き
る
こ
と

で
す
。
豊
か
な
生
活
、
本
当
の
贅ぜ

い

沢た
く

と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ど
ろ
ん
こ
っ
て
気
持
ち
い
い
〜
っ
�

空そ
ら
広
場
へ
の
夢
と
挑
戦

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

や
が
て
開
港
40
年
を
迎
え
る

鹿
児
島
空
港
は
、
乗
降
客
や
送

迎
客
な
ど
、
年
間
約
８
０
０
万

人
の
結
束
点
で
あ
り
、
南
九
州

最
大
の
交
流
拠
点
地
と
な
る
潜

在
能
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
能

力
を
い
か
に
発
揮
さ
せ
る
か
試

さ
れ
る
と
き
が
き
て
い
ま
す
。

空
港
前
の
県
営
駐
車
場
は
国

に
売
却
さ
れ
ま
す
が
、
国
が
管

理
す
る
駐
車
場
を
立
体
ビ
ル
に

す
る
こ
と
で
、
人
と
車
の
交
流

拠
点
が
誕
生
し
ま
す
。
駐
車
場

ビ
ル
と
高
速
道
路
を
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
方
式
で
結
ぶ
。
九
州
各

地
と
つ
な
が
る
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、

観
光
・
食
文
化
の
情
報
発
信
基

地
、
空
港
ビ
ル
と
の
連
絡
道
な

ど
、
複
合
的
な
駐
車
場
施
設
と

す
れ
ば
、
空
の
玄
関
か
ら
南
九

州
の
へ
そ
と
な
る「
空
の
広
場
」

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
県
境
を
越

え
た
南
九
州
全
体
の
利
益
に
か

な
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

九
州
新
幹
線
全
線
開
通
を
前

に
、
空
港
利
用
客
は
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
南
九

州
の
ど
真
ん
中
、
こ
の
地
に

は
夢
を
現
実
に
さ
せ
て
く
れ
る

場ば

力ぢ
か
らが

あ
り
ま
す
。
飛
行
機
を

利
用
す
る
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な

い
。
空
港
の
概
念
を
超
え
た
と

き
、
そ
こ
に
は
ま
さ
か
と
思
う

よ
う
な
巨
大
な
能
力
が
発
揮
さ

れ
る
は
ず
で
す
。

国分平野に咲くレンゲの花から採れたはちみつ。ミツバチが懸命に集めた栄養豊富
なみつに添加物などを一切加えず、採れたそのままの味をお届けします。レンゲのみ
つ特有のまろやかな口あたりと、上品で豊かな味と香りをぜひ味わってください。

◎問い合わせ先＝米德養蜂園  ☎42-3409

米德養蜂園から霧島産
レンゲのはちみつ（1.2㌔）を
プレゼントします

◎人口／127,811人（－576）
男性／ 61,556人（－399）
女性／ 66,255人（－177）
出生 109人／死亡 126人
転入1,170人／転出1,731人
◎世帯数／56,829世帯（－214）

（平成21年4月1日現在）

5PRESENTS
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'S◎今月の表紙

加
治
木
町
と
の
境
に
位
置
す
る
溝
辺
町
の
竹
山
集
落
、

そ
の
名
の
と
お
り
竹
が
多
い
と
こ
ろ
。
こ
こ
で
竹
炭
を
つ

く
っ
て
い
る
か
た
に
竹
林
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ

こ
に
は
差
し
込
む
陽
光
の
下
で
力
強
く
天
へ
と
向
か
っ
て

伸
び
る
若
竹
、
そ
し
て
早
く
大
き
く
な
れ
と
親
竹
が
見

つ
め
て
い
る
よ
う
な
風
景
。
し
ば
し
風
の
音
と
鳥
の
さ
え

ず
り
を
楽
し
ん
で
い
る
と
、
タ
ヌ
キ
と
ヘ
ビ
が
あ
い
さ
つ
に
。

4月20日　午後2時32分
溝辺町有川竹山地区（竹林の若竹）

【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ18～200㎜Ｆ3.5 ～
5.6　1/60ｓ　Ｆ4.5　ＩＳＯ125

※読者プレゼントを提供してくださるかたを募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

お便りをくださったかたの中から

腹筋の痛みを感じたのは２日後でした。原因は無理な体勢での写真
撮影。最近、体の痛みが出るのが遅くなりました。年を感じる今

日このごろです。先月足腰を鍛えようと誓ったのに３日坊主。今月は歓
迎会、送別会の酒の席が続きました。でもこちらはなぜか飽きない（ふ）

隼人である鮮魚青空市には新鮮な魚が並びます。ある漁師のかた
が言いました。「船の上で食べるアジ、捕ったばかりのイカをさば

いて海水で洗って食べる、これが一番うまい」そうです。山のめぐみか
ら海のめぐみまである霧島は最高です。今日の晩ご飯はなんだろう（た）

ふれあいバスの中では運転手さんに声をかけられた利用者が笑顔で
応える、利用者同士が仲良く語らうというほほえましい光景も見

ることができた。一人きりの老後を過ごす人もいる中で、そんなふれあ
いがあることにホッとするとともに、バスの必要性を改めて感じた（あ）

国の天然記念物のノカイドウ。私の知り合いにノカイドウを初めて
知ったという人が。考えてみれば私も合併するまで知らなかった。し

かも、その名前が付けられて100 周年。霧島にはまだまだ自分の知ら
ない花がある。今年はいろんな花を見つけに出かけてみようかな（み）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。
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